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　 4月 6日㈮、幌別東小学校で『新入学児童
に対する交通安全啓発運動』が行われました。
　真新しいランドセルを背負い、保護者と一
緒に登校した新 1年生16人は、交通安全の呼
び掛けや記念の学用品・パンフレットなどの
プレゼントに笑顔を見せていました。

入学おめでとう。車に気を付けて
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平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災
地
に
大
量
の
災
害
廃
棄
物
、

い
わ
ゆ
る
震
災
が
れ
き
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
で
は
、
震
災
が
れ
き
の

処
理
能
力
が
大
幅
に
不
足
し
て
お
り
、
国
は
、
速
や
か
に
復
興
を
進
め
る

た
め
、
岩
手
県
と
宮
城
県
の
震
災
が
れ
き
に
つ
い
て
は
、
被
災
地
以
外
の

施
設
を
活
用
し
た
広
域
処
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
「
震
災
が
れ
き
は
放
射
線
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

「
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
安
全
性
を
心
配

す
る
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
こ
う
し
た
震
災
が
れ
き
処
理
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
や
道
が
示
す

震
災
が
れ
き
の
広
域
処
理
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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【写真】震災がれき（木片）の仮置き場（岩手県陸前高田市）
　　　　※写真は、平成24年 1 月撮影。
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岩　手　県

約11年分 約19年分

約46万トン
年間量

（平成21年度）
東日本大震災
災害廃棄物

年間量
（平成21年度）

東日本大震災
災害廃棄物

約476万トン 約84万トン

約1,569万トン

宮　城　県

350km

（マイクロシーベルト/時間）

地表面から1メートルの
高さの空間放射線量率

処理が進まない大量の震災がれき処理が進まない大量の震災がれき

広域処理とその対象広域処理とその対象

これまでの動きこれまでの動き

　東日本大震災により、岩手県、宮城県、福島県で合わせて
2,253万トンもの災害廃棄物、いわゆる『震災がれき』が発
生しました。岩手県の震災がれきは、県内で１年間に排出さ
れる一般廃棄物の約11年分、宮城県の震災がれきは約19年分
にも相当します。 
　岩手県と宮城県は、合わせて27基の仮設焼却炉を整備する
とともに、民間の事業者にも依頼して震災がれきの処理を進
めているほか、青森県や山形県、東京都などでも震災がれき
を受け入れていますが、これまでに処理が完了したのは全体
のわずか8.8％。今も被災地には震災がれきの山がそびえた
っています。速やかに復興を進めるためには、震災がれきを
早急に処理する必要があります。

　広域処理とは『被災地を支援し、早期の復旧・復興のため
に災害廃棄物を全国の自治体で処理すること』です。 
　国は、平成26年 3 月末に震災がれきの処理を完了すること
を目標に、被災地で処理しきれない岩手県の約57万㌧（県全
体の12.0％）と宮城県の約344万㌧（県全体の21.9％）の処
理を全国の自治体に要請しています。 
　なお、広域処理の対象となる震災がれきは、安全性が確認
されたものに限ります。

　国は、平成23年 8 月11日、震災がれきを全国の自治体で処理する『広域処理』についての安全性の考え方や、搬
出側の安全性の確認方法などをまとめた『災害廃棄物の広域処理の推進に係るガイドライン』を作成しました。
　さらに今年 3月16日には、都道府県と政令指定都市に文書で震災がれきの受け入れを要請しました。
　北海道はその要請を受け、国が定める受け入れ可能な震災がれきの放射性セシウム濃度よりも厳しい独自の基準
を定め、道内の各市町村に、広域処理の実現に向けて震災がれき受け入れの検討を要請しています。
　道内の各市町村は「受け入れに前向きの姿勢」「国基準での受け入れは難しい」「国の基準を下回っても受け入
れはしない」など、それぞれの見解を表明しています。

各県の一般廃棄物の年間排出量との比較

※グラフは、環境省ホームページを基に作成。

＜参考＞
東北・関東地方の空間放射線量率マップ

（時間当たり）

※マップは、環境省ホームページを基に作成。

＜参考＞各地の空間放射線量率（地上１㍍で測定）
都道
県名 市区町村名

空間放射線量率
マイクロシーベルト/時間（※１） ミリシーベルト/年間（※２）

岩手県

久慈市 0.06 0.53
野田村 0.06 0.53
宮古市 0.10 0.88
陸前高田市 0.05 0.44

宮城県
気仙沼市 0.10 0.88
石巻市 0.09 0.79
名取市 0.08 0.70 

茨城県 水戸市 0.09 0.79
栃木県 宇都宮市 0.11 0.96
群馬県 前橋市 0.09 0.79
埼玉県 さいたま市 0.05 0.44
東京都 新宿区 0.07 0.61

北海道
登別市 0.04 0.35
札幌市 0.05 0.44

※ 1 ： 北海道は平成24年 3 月、北海道以外は平成23年11月の測定値です。
※ 2：※ 1の測定値を基に１年間の空間放射線量率に換算しています。
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放射性物質
（電球）

放射能
（光を出す能力）

放射線
（光）

ベクレルは放射性物質が放射線を出す能力を表す単位
シーベルトは放射線が人へ及ぼす影響の度合いを表す単位

電球に例えると…

震災がれき広域処理の流れ
（国が示すモデル）

測定ポイント①

▲放射線測定器（例）

測定ポイント②測定ポイント③測定ポイント④

測定ポイント⑤

埋め立て後も継続して、埋
め立て処分場周辺への進出
水などの放射線量を測定し
ます。

被災地にある震災がれきの
仮置き場で、放射能濃度を
測定します。

震災がれきの焼却灰の埋め
立て前に、放射能濃度を測
定します。

受け入れ自治体で、震災が
れきを焼却するときに発生
する焼却灰の放射能濃度を
測定します。

震災がれきを積んだコンテ
ナの被災地出発時と受け入
れ自治体到着時に、コンテ
ナから１㍍地点での空間放
射線量を測定します。

広域で処理する震災がれきは、処
理の各段階で放射能濃度などを機
器で測定し、健康に影響を及ぼさ
ないという安全性が確認されたも
のだけが対象となります。

放射線の疑問放射線の疑問

　放射線は、見えない針のように、生物のＤＮＡ（遺
伝子）を傷つけます。
　多くの放射線を浴びると、傷ついたＤＮＡの修復が
追い付かず、その体にさまざまな影響を及ぼすことが
あります。
　それらの影響を『放射線障害』といい、一度に大量
の放射線を浴びる『外部被ばく』と大量の放射性物質
を摂取する『内部被ばく』があります。
　放射線障害は、白血球の減少
や脱毛、がんなど、被ばくした
本人の身体だけではなく、遺伝
子の損傷や突然変異など、その
子孫の身体にも影響を及ぼすこ
とがあります。

Ｑ１ Ｑ２放射線と放射能ってどう違うの？ 人体にどんな影響があるの？
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被災地市町村
が県を通じて
国に相談

国が北海道へ
協力要請

北海道が道内
各市町村へ検
討要請

震災がれき受け入れ可否の判断までの流れ震災がれき受け入れ可否の判断までの流れ

市民の皆さんとともに考えたい　安全性の基準市民の皆さんとともに考えたい　安全性の基準
　放射性セシウムは、人体にたまりやすいという特徴があるため、国は、広域処
理の対象になる震災がれき（可燃物）の放射性セシウムの濃度を安全性の基準の
指標としています。 
　この基準を守った震災がれきは、焼却炉の処理条件などを最も厳しく設定して
評価しても、焼却灰として埋め立て処分したとき、処分場周辺で暮らす住民への
影響は年間0.01ミリシーベルト以下となり、人の健康への影響は無視できるとさ
れています。 
　市は、震災がれきの受け入れの可否について、「安全・安心の確証が得られれ
ば震災がれきの受け入れに協力したいが、市民の意見を十分に聞くことが必要」
で、さらに「農林水産業や観光産業を風評被害から守ることが必要」と考えてお
り、現時点では震災がれきを受け入れるか否かは決定していません。 
　しかし、震災がれき受け入れ賛成の意見がある一方で、主に市外・道外の方か
ら受け入れ反対や放射線に対する不安など、安全性を心配する意見も市に寄せら
れています（震災がれき受け入れに対する意見： 4月20日㈮現在125件）。
　今後、震災がれきを受け入れるべきか否かを判断するため、放射線の基礎知識
について『広報のぼりべつ』でお知らせするなど、市はさまざまな方法で市民の
皆さんと情報を共有していくとともに、震災がれきを受け入れる場合の安全性の
基準について、市民の皆さんと議論を深めていきたいと考えています。

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎85 2 9 5 8 ）

＜参考＞広域処理する震災がれきの安全性の基準（放射性セシウム濃度）

国 北海道 市

災害廃棄物
（震災がれき）

240～480
ベクレル/㎏以下

100
ベクレル/㎏以下 市民の皆さんと市

で議論を深めてい
きたいと考えてい
ます。

埋め立て処分後の
廃棄物焼却灰
（焼却後の震災がれき）

8,000
ベクレル/㎏以下

焼却灰の基準は
 示していません。

※ 北海道の基準はＩＡＥＡ（国際原子力機関）の基準値と同じ値です。
　 また、法律でも、原子力発電所内で発生した廃棄物のうち、そのまま再利用や埋め立て処分
ができる基準値となっています。
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　市は、市民の皆さんに市の財政状況への理解を深めて
いただくため、予算や決算に関する公表のほか、予算の
執行状況など、財政状況の公表を年 2回行っています。
　今号では、平成24年 3 月31日現在の一般会計の収入と
支出の状況、特別会計の状況、市債（借金）の残高、財
産の状況、一時借入金の状況をお知らせします。
※ 表記の額や数値は、 4・ 5月の出納整理期間で変動す
ることがあります。

　一般会計は、市税や国からの地方交付税などの収入により、福祉や教育の充実などさまざまな事業を行います。
　一般会計予算の執行状況は次のとおりです。予算額には前年度からの繰越額を含みます。

　特別会計は、特定の目的のために納められた収入（保険料や使用料など）により、特定の事業（国民健康保険や
公共下水道事業など）を行います。
　市の 7つの特別会計の予算の執行状況は次のとおりです。予算額には前年度からの繰越額を含みます。

　市は、公共施設の建設や道路の舗装など、将来にわ
たって使用する施設などの整備を行うときに限り、国
や金融機関から資金を借り入れることができます。
　これらの市の借金を市債と呼びます。

平成23年度 3月末の
財政状況をお知らせします

問い合わせ　
財政グループ（☎85１３３１）

一般会計予算の執行の状況

収入

支出

特別会計予算の執行の状況

市債残高の状況

■市税：市民税や固定資産税、軽自動車税など
■地方交付税：人口などに応じて国から交付されるお金
■国・道支出金：特定の事業に国や道から交付されるお金
■市債：市の借金

■民生費：医療や福祉などに使うお金
■衛生費：健康増進やごみ処理などに使うお金
■土木費：道路や公園などの建設や維持に使うお金
■公債費：借金を返済するためのお金
■給与費：職員に給料や退職金を支払うためのお金

予算額（ａ） 210億2,663万円
収入額（ｂ） 181億5,635万円
収入率（ｂ／ａ） 86.4％
市民１人当たりの収入額 35万2,729円〔市民１人が負担する市税 9万5,543円〕

※ 3 月末現在の収入額と市税収入を、市の人口で除して算出しています。

※ 3月末現在の支出額を、市の人口で除して算出しています。

※ 3月末現在の市債残高を、市の人口で除して算出しています。

予算額（ａ） 210億2,663万円
支出額（ｂ） 162億3,964万円
執行率（ｂ／ａ） 77.2％
〔市民１人当たりの支出額 31万5,492円〕

市民１人当たりの市債残高 78万7,472円

区　　分 残　　高
一般会計 212億1,629万円
特
別
会
計

学校給食事業特別会計 769万円
公共下水道事業特別会計 192億2,768万円
簡易水道事業特別会計 8,267万円

合　　計 405億3,433万円

区　　分 予算額
収　入 支　出

収入額 収入率
（収入額/予算額） 支出額 執行率

（支出額/予算額）
国民健康保険特別会計 64億9,330万円 54億1,081万円 83.3％ 58億5,721万円 90.2％
学校給食事業特別会計 3億5,555万円 2億1,312万円 59.9％ 3億2,511万円 91.4％
公共下水道事業特別会計 24億9,752万円 8億6,007万円 34.4％ 19億   97万円 76.1％
簡易水道事業特別会計 3,240万円 1,275万円 39.3％ 2,174万円 67.1％
介護保険特別会計 30億7,319万円 24億6,777万円 80.3％ 27億2,152万円 88.6％
カルルス温泉スキー場事業特別会計 1億1,774万円 6,602万円 56.1％ 1億  359万円 88.0％
後期高齢者医療特別会計 6億1,614万円 4億8,872万円 79.3％ 6億1,179万円 99.3％
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　市は、市民サービスの提供に活用するため、土
地や建物を所有しているほか、特定の目的に使用
したり、もしものときの貯金として、基金を保有
するなどしています。

　市は、一時的な資金不足により、市民への給付
や納入業者への支払いに支障が生じるとき、金融
機関から資金を借り入れます。
　この市の一時的な借り入れを、一時借入金と呼
びます。

　市の収入のうち、市税は、市民の皆さんから納められる
安定的な収入で、財政運営を行う上では、収入に占める市
税の割合が高いことが望ましいとされています。
　しかし、登別市は、市税の割合が他の自治体に比べて低
く、逆に、国から交付される地方交付税の占める割合が高
くなっています。
　また、支出のうち、公債費や給与費は必ず支払わなけれ
ばならないお金です。
　その他の経費についても、法律などで支払いが義務付け
られたものが多くを占めているため、市は、新たな事業に
なかなか取り組めない状況にあります。

　市は、特定の事業に使ったり、もしものときの備えとす
るため、基金（貯金）を積み立てています。
　このうち、もしものときに自由に使える基金（財源調整
用基金）は、年々減少しており、平成23年度には、過去10
年間で最大だった平成18年度に比べて約 5億円減少しまし
た。
　市の収入の多くを占める地方交付税は、国の財政状況な
どによる増減が大きく、過去にも、『三

さん

位
み

一
いっ

体
たい

の改革』の
ときには、交付額が大きく減少しました。
　そのとき、市は今以上厳しい財政運営を強いられました
ので、今後も、そうした事態に備え、これらの基金（貯金）
はできる限り多く保有しなければなりません。

　健全な財政運営を行うためには、新たな事業に柔軟に取
り組めること、もしものときに自由に使える基金（貯金）
を常に一定程度確保しておくことが重要です。
　このため、市は、将来の財政見通しなどを踏まえつつ、
歳入確保の取り組みと併せて、積極的な歳出の見直しと公
債費（借金返済額）の計画的な管理に努めていきます。

歳入総額と歳入構成の推移

歳出総額と性質構成の推移

財源調整用基金残高の推移

市有財産の状況

一時借入金の状況

市の財政動向と今後の運営

区　　分 借入金残高
一般会計 24億円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 0円
公共下水道事業特別会計 0円
介護保険特別会計 0円
カルルス温泉スキー場事業特別会計 0円

合　　計 24億円

区　　分 金額・面積
土　　地 638.7万平方㍍
建　　物 29.1万平方㍍

基金など 現　金 33億5,283万円
土　地 11.4万平方㍍

出資金・
債権など

出資金等（現金） 1億3,496万円
出資金等（土地） 6.4万平方㍍

債　権 6億  904万円
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住宅用太陽光発電システム
設置補助金をご利用ください

市は、新エネルギー関連改良の利用促進のため、低利な『住宅改良促進特別融資制度』を設けています。
※詳しくは次の記事をご覧ください。

登別市住宅改良促進特別融資をご利用ください登別市住宅改良促進特別融資をご利用ください
新エネルギー関連改良 金利 年1.75％（固定）

問い合わせ
商工労政グループ（☎85 2 1 7 1 ）

●対象　次の全てに当てはまる方
•本人または家族が所有する住宅であること
•20歳以上の方で市内に住所を有すること
•市税を滞納していないこと
•安定した収入があること
• 市内に本店または支店のある建設業者などにより
工事すること
• 取扱金融機関が指定する保証の措置を講じられる
こと
● 限度額　300万円（登別市住宅用太陽光発電シス
テム設置補助金の交付を受ける場合の限度額は、
工事見積額から対象システム設置に伴う国や市の
補助金額を控除した額と300万円を比較して低い
額）
※詳しくはお問い合わせください。
●保証措置や保証料　金融機関の定めによる
●担保　原則無担保
●融資期間　10年以内
●償還方法　元利均等月賦返済
※ボーナスの併用もできます。
● 取扱金融機関　室蘭信用金庫、北海道銀行、伊達
信用金庫、北洋銀行、北海道労働金庫の登別・室
蘭市内の本店および各支店

住宅のバリアフリー改良 金利 年1.75％（固定）

既存住宅の増改築や改修 金利 年1.95％（固定）

　登別市住宅用太陽光発電システム設置補助金と併用
できるようになりました。
• 太陽光発電設備（太陽電池を利用して電気を発生させる
設備）

•風力発電設備（風力を発電に利用する設備）
• 太陽熱利用設備（太陽熱を給湯や暖房、冷房などの用途
に利用する設備）

• 雪氷冷熱利用設備（雪や氷の冷熱を冷蔵や冷房などの用
途に利用する設備）

※雪や氷は、冷凍器を用いて生産したものを除く。
• 燃料電池（燃料電池を利用して電気を発生させる設備）
など

•床の段差解消　　　•出入り口や廊下の幅員確保
•手すりの設置　　　•浴室や洗面所の改修工事　など

•住宅の増築
• 住宅の全部・一部建て替え
•屋根の葺き替え
•内・外装の張り替え
•塗装

•浴室の改修
•その他住宅本体の修繕
•住宅設備の取り換え
•植樹・造園工事　
 など

▼補助対象となる設備など
　●太陽電池モジュール●架台●インバータ
　●保護装置●接続箱●直流側開閉器
　●交流側開閉器●配線・配線器具の購入・据え付け
　●設置工事に係る費用

▼補助額
　１キロワット当たり　48,000円（上限 4キロワット）

◆ 市内に住所を有する方、または事業完了報告書の
提出時までに住所を有する見込みの方
◆ 4 月 1 日以降にＪ－ＰＥＣの『住宅用太陽光発電
導入支援対策に係る補助金』の申し込みを行い、
『補助金申込受理決定通知書』を受領した方
◆ 自ら居住（予定）する市内の住宅に、『市内事業
者等（※）』を利用して、新たに同システムを購
入および設置する方。または同システムが設置さ
れた市内の住宅を、自ら居住するために『市内事
業者等』から新たに購入する方

◆ 平成25年 3 月15日㈮までに同システムを設置し、
『登別市住宅用太陽光発電システム設置補助金設
置完了報告書』を提出できる方
◆補助金申請時に市税の滞納がない方
※ 『市内事業者等』は、市内に本社や支社などがある法
人、市内で営業する個人事業者を表します。

次の全てに当てはまる方が対象です

市内事業者の皆さんへ
　この補助金に係る対象システムを設置する『市内
事業者等』は、事前の登録が必要です。
　登録書の提出をお願いします。

問い合わせ　商工労政グループ（☎85 2 1 7 1 ）

▼受付期間　 5月 1日㈫～平成25年 1 月15日㈫

▼  申請方法　商工労政グループ備え付けまたは市ホー
ムページ掲載の申請書に必要事項を記入し書類を添
付の上、商工労政グループに持参してください

※ 添付書類は申請の手引きや市ホームページをご覧ください。
※受け付けは申込順で、予算を超える時点で終了します。

　市は、市内関連産業の振興と再生可能エネ
ルギーの普及促進のため、『太陽光発電シス
テム』を設置する方に補助金を交付します。
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上登別町

登別温泉町

中登別町

富浦町
登別駅

登別東IC

室蘭工業用水池

幸町

新栄町

上鷲別町

鷲別町

若山浄化センター

札内町

幌別駐屯地

登別市役所
幌別駅

来馬演習場

室蘭市

登別室蘭IC

公共下水道区域外の方へ
浄化槽の設置希望者を募集します

申し込み・問い合わせ
下水道グループ
（☎85 9 0 5 2 ）

※下水道グループホームページ『個別排水処理施設整備事業のご案内』もご覧ください。
http://www.city.noboribetsu.lg.jp/gesui/page8.html

　市は、公共下水道区域外の地域を対象に浄化槽整備事業（個別排水処理施設整備事業）を行っています。

浄化槽とは
　浄化槽は生活排水を各家庭で処理できる個人下水道です。槽内では微生物が有機物（汚物）を食べて分解して
くれます。宅地内の乗用車 1台分のスペースで設置でき（工事期間は約10日間）、衛生的で快適な水洗トイレに
することができます。さらに、各家庭の生活排水をしっかり処理してくれるので、身近な生活環境の改善や保全
に大いに役立ちます。

事業の内容
　浄化槽の設置を希望する方の申請により、市が
浄化槽を設置し維持管理（保守点検や清掃など）
します。

対象となる地域
◆ 全地域　カルルス町、上登別町、登別温泉町、
札内町、富浦町、来馬町、鉱山町、川上町
◆ 一部の地域　中登別町、登別東町、登別港町、
新栄町、幸町、千歳町、常盤町、柏木町、片倉
町、青葉町、緑町、若山町、富岸町、上鷲別町

工事

▼市の工事　浄化槽の設置工事

▼  個人の工事　水洗トイレへの改造工事や生活排
水を浄化槽まで流すための排水設備工事

※これらの工事は融資あっせん制度の対象になります。

対象となる建物
　専用住宅、店舗併用住宅、共同住宅、事務所
※別荘は除きます。

設置後の負担
• 市が施工した浄化槽の設置工事費の１割を分担
金として負担していただきます。分担金は 5年
間、年 4回（20回）に分けて納めていただきま
す。
• 使った水の量に応じた下水道料金相当額を使用
料として、 2カ月に１度納めていただきます。
• 浄化槽に空気を送るブロワなどの電気代は使用
者に負担いただきます。

申し込み
　募集は通年行っていますが、年度ごとの設置基
数に限りがありますので、お申し込み・ご相談は
お早めにお願いします。

個別排水処理区域図

　　 色の付いている部分が下水道で処理する集合処理区域、
それ以外の白色の部分が浄化槽で処理する個別排水処理区域です。
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かわいい愛犬のために毎年１回必ず受けさせましょう

狂犬病予防注射を行います
▼料金　１頭につき3,040円（注射料金2,490円、注射済票交付手数料550円）

　　　　※新規登録の受け付けも併せて行います（登録手数料3,000円）。

時　間 地　区 場　所 時　間 地　区 場　所

5
月
26
日
㈯

8：45～ 9：00 登別本町 1丁目 登別中学校職員玄関前

5
月
26
日
㈯

8：45～ 9：05 桜木町 4丁目 桜木団地駐車場
9：10～ 9：25 登別東町 2丁目 登別公民館前 9：25～ 9：45 桜木町１丁目 桜木交番横空き地
9：35～ 9：45 登別東町 3丁目 婦人センタ－駐車場 10：05～10：20 富士町 3丁目 ちびっ子広場前
10：05～10：20 登別東町 4丁目 東町運動公園広場向かい空地 10：50～11：05 幌別町 7丁目 幌別東小学校駐車場
10：30～10：45 登別本町 2丁目 旧道コン住宅前 11：15～11：30 幌別町 3丁目 鉄南ふれあいセンター前
10：55～11：05 登別本町 3丁目 登別小学校敷地前 13：00～13：10 千歳町 6丁目 猪股一男様宅横
11：20～11：30 幸町 5丁目 滝田商店裏（佐藤善作様宅横） 13：20～13：35 千歳町 4丁目 コ－プタウン　つくし公園前
13：00～13：15 片倉町 6丁目 しんた21駐車場 13：55～14：10 千歳町 3丁目 幌別中学校前
13：30～13：45 片倉町 4丁目 片倉町 4丁目公園前 14：30～14：45 中央町 6丁目 市役所前
14：00～14：15 富士町 7丁目 老人福祉センター前 15：00～15：10 中央町 3丁目 中央公園前
14：35～14：50 柏木町 1丁目 柏木団地 9号棟前駐車場 15：25～15：40 常盤町 2丁目 常盤児童館前
15：05～15：20 柏木町 4丁目 柏葉団地 5号棟前駐車場

5
月
27
日
㈰

8：45～ 9：00 若山町 2丁目 あかしや遊園地前

5
月
27
日
㈰

8：45～ 9：05 鷲別町 3丁目 鷲別公民館前
9：20～ 9：35 若山町 3丁目 汐平団地汐平広場前 9：20～ 9：30 鷲別町 2丁目 わかば公園前（恵愛病院裏）
9：55～10：15 富岸町 2丁目 富岸青少年会館前 9：45～ 9：55 鷲別町 6丁目 鷲六園前
10：35～10：45 新生町 4丁目 あおぞら公園前 10：10～10：25 鷲別町 4丁目 鷲別保育所前
11：00～11：10 新生町 4丁目 なかよし公園前 10：45～11：00 栄町１丁目 楡の木公園前
11：25～11：35 新生町 1丁目 ことぶき公園前 11：15～11：30 栄町 4丁目 富浜広場前
13：00～13：15 若草町 3丁目 若草１号公園前 13：00～13：15 美園町 6丁目 桜美園前
13：30～13：45 若草町 2丁目 さわやか公園前 13：30～13：40 美園町 5丁目 美園児童センター前
14：00～14：15 若草町 4丁目 のびのび公園前 13：55～14：10 美園町 3丁目 光和園前
14：35～14：45 新生町 3丁目 千代の台団地幼児公園前 14：30～14：45 若草町 5丁目 優和園前
15：00～15：15 新生町 5丁目 老人憩の家希望の家前 15：05～15：15 新生町 2丁目 わらべ公園前

5月23日㈬　12：00～15：00札内町と来馬地区　　　　　13：00～13：15登別温泉町『登別温泉ふれあいセンター駐車場』
　　　　　　13：30～13：45中登別町『禅林寺駐車場』　14：00～14：15中登別町『サンクス中登別店駐車場』　14：35～14：50富浦町『富浦会館前』

※注射会場での事故を防ぐため、犬を抑えられる方が連れてきてください。
※狂犬病予防注射は、市内の動物病院で随時受けることができます。

集合注射日程表集合注射日程表 ※期間中、都合の良い日、場所にお越しください。

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎85 2 9 5 8 ）

市は、一般住居内にできた『カラスの巣の駆除』を行っています。
巣の駆除を希望される方は、環境対策グループへ連絡ください。
なお、巣が高い場所（ 5㍍以上）にあるときは、駆除できない場合があります。
※事業所や作業現場、山にある巣の駆除は行って
　いません。

◎巣を発見したときの注意点
•近くをなるべく避けて通る
•石を投げたり、大きな音を立てない

問い合わせ
環境対策グループ
(クリンクルセンター内)

☎85２９５８
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かろやか教室に参加しませんか

申し込み　高齢・介護グループ（☎85 5 7 2 0 ）

～『かろやか体操』は、体に大きな負担をかけずに無理なく続けられる体操です～

市は、65歳以上の方が健康で元気な生活を続けるため
に、『かろやか体操』の普及と啓発を行っています。

筋力向上の体操
椅子を使った体操を中心に、理学療法士が転倒予防
やＯ脚、膝痛などの予防改善、尿もれの予防に効果
がある体操を行います。

脳活性化の指体操
楽しく手軽にできる体操で、認知症を予防します。

リズム体操
おなじみの曲に合わせて、楽しく体を動かします。

食前体操
だ液がよく出る体操で、むせや口の渇き、口臭を予
防します。

その他
保健師・看護師による健康相談やレクリエーション、
管理栄養士や歯科衛生士による講話もあります。

膝痛予防の膝伸ばし

みんなで楽しく指体操

タオルでストレッチ
足腰強化のスクワット

参加者募集　～元気な今からはじめましょう!!～

～かろやか教室～ ～かろやか体操学習会～
まずは、気軽に見学を！
6会場で毎月開催します。

学んでみよう！

【場所・日時】
　①若草つどいセンター　： 5月 9日㈬、 6月 6日㈬
　②鉄南ふれあいセンター： 5月11日㈮、 6月 8日㈮
　③市民活動センター　　： 5月15日㈫、 6月12日㈫
　④老人福祉センター　　： 5月22日㈫、 6月19日㈫
　⑤鷲別公民館　　　　　： 5月25日㈮、 6月22日㈮
　⑥婦人センター　　　　： 5月30日㈬、 6月27日㈬
　※時間はいずれも10時～12時。
　※会場は、いずれか１カ所を選択してください。
　※ 7月以降の日程は、お問い合わせください。

【対象】市内居住の65歳以上で、軽い運動のできる方
【内容】かろやか体操、体力測定など
【定員】各30人（申込順）
【持ち物】タオル、飲み物、上履き（①のみ）
　※動きやすい服装と靴でお越しください。

【場所・月日】
　①市民会館　　： 6月13日㈬、 6月20日㈬
　②鷲別公民館　： 7月11日㈬、 7月18日㈬
　③婦人センター： 7月31日㈫、 8月 8日㈬
　※時間はいずれも10時～12時。

【対象】市内居住の介護予防に関心のある方
【内容】かろやか体操やリズム体操、身近に

ある物を使って簡単にできるレクリ
エーションの体験、講話など

【定員】各50人（申込順）
【持ち物】タオル、飲み物
　※ 2 日間コースですが、 1日のみの参加も
可能です。

　※ 参加者には、体操の効果や筋肉などの解
説が載っている『かろやか体操マニュア
ル』を差し上げます。

　※動きやすい服装と靴でお越しください。

広報のぼりべつ2012年 5月号11 かろやか教室に参加しませんか



　

3
月
29
日
㈭
、
市
民
会
館
で
『
地
域
資
源
の
循
環

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
等
開
発
事
業
報
告
会
』
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
の
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業
を

活
用
し
、
地
域
資
源
の
循
環
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
野
菜

の
研
究
や
開
発
を
行
う
も
の
で
、
登
別
市
雇
用
創
造

推
進
協
議
会
が
企
業
に
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
排
出
さ
れ
た
生
ご
み
と
、
カ
ニ
殻
か
ら
キ

ト
サ
ン
を
製
造
す
る
と
き
に
生
じ
る
、
リ
ン
酸
を
多

く
含
む
副
産
物
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
堆
肥
に
よ
り
、

土
壌
改
良
し
た
札
内
町
の
農
地
で
行
っ
た
ト
マ
ト
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ソ
バ
な
ど
の
試
験
栽
培
結
果
の
報
告

に
、
参
加
者
は
登
別
の
気
候
に
合
っ
た
付
加
価
値
の

あ
る
野
菜
の
研
究
開
発
に
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　

3
月
25
日
㈰
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
横

の
登
別
海
鮮
直
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
で
『
平
成
24
年　

登
別
海
鮮

直
市
』
（
登
別
ま
ち
づ
く
り
促
進

期
成
会
、
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協
同

組
合
、
市
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

市
民
や
観
光
客
な
ど
約
100
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

登
別
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
ナ

ン
バ
ン
エ
ビ
や
ボ
タ
ン
エ
ビ
、
ホ

ッ
キ
貝
な
ど
の
地
元
の
旬
な
海
産

物
の
ほ
か
、
室
蘭
追
直
地
域
マ
リ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
の
協
力
に
よ

り
、
室
蘭
市
で
水
揚
げ
さ
れ
た
活

ホ
タ
テ
貝
も
販
売
。
店
舗
の
前
に

は
行
列
が
で
き
、
開
店
か
ら
わ
ず

か
16
分
で
全
て
の
商
品
が
完
売
す

る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

登
別
海
鮮
直
市
は
、
10
月
28
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日
10
時
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
。

※ 
完
売
次
第
終
了
。
ま
た
、
し
け

に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
海
鮮
直
市

　

 

（
☎
090

－

9
7
5
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－
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9
・
9
時
〜
17
時
）

地
域
資
源
の
循
環
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
等

開
発
事
業
報
告
会

  

平
成
平
成
2424
年　

登
別
海
鮮
直
市

年　

登
別
海
鮮
直
市

付
加
価
値
の
あ
る

登
別
産
野
菜
を

3
 29

3/
25～

 

登
別
の
海
の
幸
ず
ら
り

▲試験栽培結果の報告を聞く参加者
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4
月
13
日
㈮
、
鷲
別
小
学
校
で
『
縄
文
出
前
講
座
』

（
市
主
催
）
が
開
か
れ
、
同
校
の
6
年
生
約
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
市
内
で
発
掘
さ
れ
た
土
器
な
ど
に

触
れ
な
が
ら
、
縄
文
時
代
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
、
講
師
を
務
め
る
市
の
菅か

ん

野の

修の
ぶ

広ひ
ろ

学
芸
員

が
、
縄
文
人
の
生
活
や
文
化
、
食
べ
物
、
顔
の
特
徴

を
解
説
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
市
内
で
出
土
し

た
土
器
や
矢
尻
を
手
に
取
り
、
感
触
や
重
さ
な
ど
を

確
か
め
な
が
ら
、
縄
文
時
代
の
生
活
の
様
子
を
想
像

し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
14
日
㈯
、
市
民
会
館
で
『
週
末
よ
し
も
と　

ほ
っ
こ
り
お
笑
い
ラ
イ
ブ
』
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
主
催
）
が
行
わ
れ
、
パ
ン
ク
ブ
ー
ブ
ー
や
楽

し
ん
ご
、
く
ま
だ
ま
さ
し
な
ど
が
漫
才
や
コ
ン
ト
な

ど
で
、
観
客
を
笑
い
の
渦
へ
巻
き
込
み
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
家
族
連
れ
の
観
客
も
多
く
、
子
ど
も
た

ち
は
手
作
り
の
う
ち
わ
や
、
元
気
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

で
出
演
者
た
ち
を
盛
り
上
げ
、
会
場
は
一
体
感
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
な
ど
が
当
た
る
大

抽
選
会
で
も
出
演
者
た
ち
は
軽
妙
な
話
術
で
観
客
を

魅
了
。
最
後
ま
で
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

4
月
8
日
㈰
か
ら
、
郷
土
資
料
館
に
約
70
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
、

道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
は
、
5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
を
前
に
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
で
、
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
、
黒
や
赤
、
青
の
マ

ゴ
イ
、
ヒ
ゴ
イ
な
ど
が
大
空
を
勢
い
良
く
泳
い
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
郷
土
資
料
館
で
は
、
4
月
1
日
㈰
か
ら
五
月
武
者
人
形
展

も
開
か
れ
、
昭
和
初
期
製
作
の
も
の
を
は
じ
め
、
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
武
者

人
形
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
催
し
は
5
月
5
日
㈯
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
間
、
小
・
中
学
生
は
郷
土
資

料
館
に
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
（
5
月
1
日
㈫
・
2
日
㈬
は
休
館
日
）
。

縄
文
出
前
講
座

第
2
弾
週
末
よ
し
も
と　

ほ
っ
こ
り
お
笑
い
ラ
イ
ブ

大
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
と
五
月
武
者
人
形
展

大
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
と
五
月
武
者
人
形
展

縄
文
時
代
の

生
活
の
様
子
を
想
像

の
ぼ
り
べ
つ
に

笑
い
の
春
一
番

4
 13

4
 14

4
 8

元
気
に
育
て
と

願
い
を
込
め
て

▲縄文土器に実際に触れる子どもたち

▲漫才を披露するパンクブーブーの 2人

▲大空を泳ぐこいのぼり
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

西
い
ぶ
り
生
活
情
報
メ
ー
ル
配
信

西
い
ぶ
り
生
活
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

も
っ
と
身
近
に

も
っ
と
便
利
に

ヨガサークル『たんぽぽ』
　

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
『
た
ん
ぽ
ぽ
』

は
、
市
主
催
の
公
民
館
講
座
で
ヨ

ガ
を
学
ん
だ
皆
さ
ん
を
中
心
に
、

平
成
4
年
9
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
、
会
員
は
40
〜
70
歳
代
の

19
人
。
毎
週
水
曜
日
の
午
前
、
鷲

別
公
民
館
に
集
ま
り
、
ヨ
ガ
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

「
ヨ
ガ
は
、
心
・
身
体
・
呼
吸

を
整
え
て
、
精
神
を
集
中
し
ま
す
。

特
に
呼
吸
法
は
大
切
で
、
そ
の
基

本
で
あ
る
笑
い
が
絶
え
な
い
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

ヨ
ガ
を
練
習
し
て
い
ま
す
。
仲
間

と
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
、
心
も

身
体
も
健
康
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

と
話
す
の
は
、
講
師
の
廣ひ

ろ

瀬せ

淑よ
し

子こ

さ
ん
（
国
際
総
合
ヨ
ガ
日
本
協
会

北
海
道
連
合
会
）
。

　

サ
ー
ク
ル
で
は
、
市
内
外
の
ヨ

ガ
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
会
や
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
花
見
、
薬
膳
料
理
教

室
な
ど
を
行
い
、
会
員
同
士
の
親

睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
か
ら
活
動
し
て
い
る

藤ふ
じ

村む
ら

幸ゆ
き

子こ

さ
ん
は
、
「
広
報
の
ぼ

り
べ
つ
で
会
員
募
集
の
記
事
を
読

み
、
見
学
し
て
か
ら
入
会
し
ま
し

た
。
ヨ
ガ
は
、
身
体
を
無
理
な
く

動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
良
い

で
す
ね
。
ヨ
ガ
を
始
め
て
か
ら
は
、

寝
付
き
が
良
く
な
り
、
風
邪
も
ひ

か
な
く
な
り
ま
し
た
。
幅
広
い
年

代
の
会
員
と
も
交
流
で
き
る
の
が

楽
し
い
で
す
ね
。
今
は
１
年
で
も

長
く
ヨ
ガ
を
続
け
る
こ
と
が
目
標

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
代
表

の
徳と

く

田だ

さ
ん
（
☎
86
1
6
3
4
）

ま
で
。

笑いが絶えない和気あい
あいとした雰囲気の中で
ヨガを練習しています

　

室
蘭
市
、
登
別
市
、
伊
達
市
、
壮

瞥
町
、
洞
爺
湖
町
、
豊
浦
町
の
西
胆

振
6
市
町
で
は
、
西
い
ぶ
り
定
住
自

立
圏
連
携
事
業
と
し
て
、
生
活
に
密

着
し
た
情
報
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
配
信
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
市
町
が

共
同
で
配
信
し
て
い
る
メ
ー
ル
と
、

登
別
市
が
単
独
で
配
信
し
て
い
る
メ

ー
ル
を
毎
月
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

メ
ー
ル
の
受
信
に
は
通
信
料
が
掛

か
り
ま
す
。

登
別
市
内
小
中
学
校
不
審
者
情
報

（
登
別
市
単
独
コ
ン
テ
ン
ツ
）

　

小
・
中
学
校
か
ら
の
通
報
を
も
と

に
、
市
内
で
発
生
し
た
不
審
者
や
変

質
者
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
の
防
犯
対

策
や
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
な
ど
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

ＱＲコード

fusinnsya@
ml.nishi-iburi.jp

登録方法

① 携帯電話やパソコン
で、お好みのメール
のアドレスに『空メ
ール』を送信

② 自動返信される
メールに記載さ
れているＵＲＬ
をクリック

③ 追加情報を登録して完了（登録が不
要なものもあります）

※ 『空メール』は、件名・本文などを
記載しないメールのことです。

※ 携帯電話で迷惑メール拒否設定をし
ている方は、『@ml.nishi-iburi.jp』
『@city.noboribetsu.lg.jp』からの
メールを受信できるようあらかじめ
設定してください。

※ 迷惑メールの設定などについては、
ご利用の通信業者へお問い合わせく
ださい。

問い合わせ　政策推進グループ（☎85 6 5 8 6 ）

http://www.

クリック

広報のぼりべつ2012年 5月号 14
メール配信サービスをご利用く
ださい・仲間たち　　　　　　



『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド
市や国、道からのお知らせ

月の粗大ごみ収集６
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意く
ださい。

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１
枚160円）』を張って出してください。

　（１回につき 5品まで）

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

地　区 収集期間 申込期間

新生町
3・ 4丁目

6月 4日㈪～
6月 9日㈯

5月21日㈪～
6月 1日㈮

鷲別町
1～ 3丁目

6月11日㈪～
6月16日㈯

5月28日㈪～
6月 8日㈮

新生町
1・ 2丁目

6月18日㈪～
6月23日㈯

6月 4日㈪～
6月15日㈮

大和町、栄町 6月25日㈪～
6月30日㈯

6月11日㈪～
6月22日㈮

く
ら
し
と

住
ま
い

『
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
＆
ハ
ロ
ー
ペ

ー
ジ
室
蘭
地
方
版
』
と
『
登
別

市
市
民
便
利
帳
』
の
合
冊
版
を

配
布
し
ま
す

エ
ゾ
シ
カ
の
市
街
地
へ
の
出
没

が
多
発
し
て
い
ま
す

森
林
の
所
有
者
は
届
け
出
を

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
番
号
情
報
㈱
と
市
が
共
同
で
制

作
を
進
め
て
き
た
、
電
話
帳
『
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
＆
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
室
蘭
地
方
版
』
と
、

行
政
情
報
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
掲

載
し
た
『
登
別
市
市
民
便
利
帳
』
の
合
冊

版
が
完
成
し
、
5
月
7
日
㈪
か
ら
全
世
帯

に
配
布
し
ま
す
。
合
冊
版
は
、
今
後
も
毎

年
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

配
布
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
番
号
情
報
㈱
の
委
託

業
者
が
行
い
ま
す
。
5
月
末
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
は
、
農
林
業
に
被
害
を
及
ぼ
す
エ
ゾ

シ
カ
（
有
害
鳥
獣
）
の
個
体
数
を
調
整
す

る
た
め
、
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
に
は
、
通
常
銃
器
を
使
用
す
る
た

め
、
市
街
地
で
の
捕
獲
は
難
し
く
、
山
林

へ
追
い
払
う
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
4
月
以
降
、

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、

取
得
面
積
や
取
得
方
法
（
売
買
や
相
続
な

ど
）
に
関
わ
ら
ず
、
市
町
村
長
へ
の
届
け

出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼ 
対
象　

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
個
人
や
法
人

▼ 

届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

日
か
ら
90
日
以
内

▼
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
Ｇ

 

（
☎
85
2
3
2
1
）

◎
古
い
電
話
帳
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
ま
す

▼
期
間　

5
月
7
日
㈪
〜
7
月
31
日
㈫

▼ 

設
置
場
所　

市
役
所
市
民
コ
ー
ナ
ー
や

各
支
所
、
市
民
プ
ー
ル
、
市
立
図
書
館
、

市
民
会
館
、
し
ん
た
21
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
、
富
岸
青
少
年
会
館
、
若
草
つ

ど
い
セ
ン
タ
ー

▼ 

問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
Ｇ
（
☎
85
6

5
8
6
）
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
☎
0
1
2
0

－

5
0
6
3
0
9
）

　

エ
ゾ
シ
カ
は
、
直
接
人
を
襲
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

驚
か
す
な
ど
し
て
興
奮
す
る
と
事
故
や

け
が
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

近
寄
ら
な
い
よ
う
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
Ｇ

 

（
☎
85
2
3
2
1
）
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『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

福　

祉

戦
没
者
の
妻
の
方
と
父
母
等
の
方
に

特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
電
話

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

『
く
ら
し　

あ
っ
た
か　

便
利
帳
』

山
菜
採
り
に
よ
る
行
方
不
明
な
ど
の

事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

市
民
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
平
成
23
年
度
調
査
）
の
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

道
路
の
異
常

▼ 

対
象
・
給
付
内
容　

次
の
国
債
名
の
給

付
金
を
受
給
し
て
い
た
方
、
ま
た
は
受

給
権
の
あ
っ
た
方
で
、
一
定
の
基
準
日

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方

• 

『
第
17
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
と

号
）
』
の
方
は
、
今
回
か
ら
『
第
22
回

特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
と
号
）
』

（
額
面
200
万
円
・
10
年
償
還
の
国
債
）

と
な
り
ま
す
。

• 

『
第
21
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
に

号
）
』
の
方
は
、
今
回
か
ら
『
第
24
回

特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
に
号
）
』

（
額
面
100
万
円
・
5
年
償
還
の
国
債
）

と
な
り
ま
す
。

▼
請
求
期
限　

平
成
26
年
9
月
30
日

※ 

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ
り

請
求
で
き
る
権
利
を
失
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
Ｇ

 

（
☎
85
1
9
1
1
）

• 

目
立
つ
服
装
を
し
、
笛
や
雨
具
、
携
帯

電
話
を
携
行
す
る
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

登
別
交
番
（
☎
85
2
1

3
6
）
、
登
別
温
泉
交
番
（
☎
84
2
3

1
0
）

　

市
は
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
や
孤
独
感

の
解
消
を
図
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
会
員
が
、
定
期
的
に
電
話
で
生
活
状

況
や
健
康
状
態
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
。

「
同
居
し
て
い
る
家
族
が
仕
事
を
し
て
い

て
、
一
人
に
な
る
時
間
が
多
く
不
安
が
あ

る
」
「
外
出
す
る
機
会
が
減
り
、
友
だ
ち

と
会
話
す
る
こ
と
が
減
っ
た
」
「
近
所
付

き
合
い
が
苦
手
で
話
し
相
手
が
い
な
い
」

な
ど
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
居
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
申
し
込
み　

高
齢
・
介
護
Ｇ

 

（
☎
85
5
7
2
0
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
生
活
必

需
品
や
食
料
品
な
ど
を
電
話
注
文
で
配
達

し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
自
宅
に
訪
問
し

て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
商
店

な
ど
を
ま
と
め
た
『
く
ら
し　

あ
っ
た
か

便
利
帳
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

便
利
帳
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
市
役
所
や
各
支
所
、
市
民
会

館
、
し
ん
た
21
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
い
・
ゆ
の

か
・
「
け
い
あ
い
」
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
介
護
Ｇ

 
（
☎
85
5
7
2
0
）

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
点
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

•
一
人
で
山
菜
採
り
に
行
か
な
い
。

•
家
族
に
行
き
先
と
帰
る
時
間
を
伝
え
る
。

• 

歩
い
た
場
所
が
分
か
る
よ
う
に
テ
ー
プ

な
ど
で
目
印
を
付
け
る
（
付
け
た
目
印

は
必
ず
は
が
す
）
。

　

調
査
の
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
ほ
か
、
閲
覧
用
の
冊
子
を
市
役
所

市
民
コ
ー
ナ
ー
や
各
支
所
、
市
民
会
館
、

市
立
図
書
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
6
5
8
6
）

　

道
路
に
穴
が
あ
い
て
い

る
、
排
水
の
ふ
た
が
壊
れ

て
い
る
な
ど
、
道
路
の
異

常
に
気
が
付
い
た
と
き
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

土
木
Ｇ
（
☎
85
3
2
6

0
・
夜
間
☎
85
2
1
1
1
）

く
ら
し
と
住
ま
い
の
続
き
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年
金
・
医
療

計
画
・
税

財
政

新評価額（×住宅用地特例率
　　　　　　（1／3または1／6））

負担水準 ＝　
前年度課税標準額

高
額
療
養
費
未
請
求
分
の
損
失

補
て
ん
取
り
組
み
報
告

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
方
に
特
定
健
診
受
診
券

を
送
付
し
ま
す

登
別
市
総
合
計
画
第
2
期
基
本

計
画
の
『
第
2
次
実
施
計
画
点

検
表
』
と
『
第
3
次
実
施
計
画
』

を
策
定
し
ま
し
た

『
西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
』
が
一
部
変
更
さ
れ

ま
し
た

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

自
動
車
税
の
納
期
限
は

5
月
31
日
㈭
で
す

　

平
成
20
年
4
月
に
判
明
し
た
『
医
療
費

助
成
事
業
に
係
る
高
額
療
養
費
の
一
部
不

適
切
な
事
務
』
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
多
大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
。

　

高
額
療
養
費
の
未
請
求
に
係
る
損
失
額

は
、
4
千
289
万
9
千
46
円
と
多
額
な
も
の

で
し
た
が
、
市
に
損
害
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
り
失
っ
た
市
民
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た

め
、
職
員
自
ら
の
提
案
に
よ
り
平
成
21
年

4
月
か
ら
損
失
額
相
当
に
対
す
る
補
て
ん

へ
の
金
協
力
金
を
拠
出
し
た
ほ
か
、
職
員

Ｏ
Ｂ
や
前
市
長
な
ど
か
ら
の
協
力
金
、
こ

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
た
現
市
長
な
ど
の

給
料
の
一
部
削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
24
年
3
月
を
も
っ
て

損
失
補
て
ん
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
終

了
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
不
適
切
な
事
務
が
二
度
と
発

生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
役
割
と
責
任
を
再
確
認
し
、
市
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
損
失
補
て
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

　

特
定
健
診
は
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
健
診
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
受
診
率
目
標
は
65
％
で
、

達
成
で
き
な
け
れ
ば
国
か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ

が
課
せ
ら
れ
皆
さ
ん
の
保
険
税
を
値
上
げ

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
必
ず

受
診
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
通
院
中
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
送
付
時
期　

5
・
6
月

▼
問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
Ｇ

 

（
☎
85
1
7
7
1
）

　

実
施
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
具
体
的
な
事
業
な
ど
を
明
ら
か

に
し
、
施
策
の
基
本
的
な
実
行
と
進
行
管

理
を
図
る
た
め
策
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

▼ 

計
画
期
間　

『
第
2
次
実
施
計
画
』　

平
成
21
年
度
〜
23
年
度
、
『
第
3
次
実

　

平
成
24
年
度
の
実
施
事
業
な
ど
を
反
映

し
、
3
月
23
日
に
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
が
一
部

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
市
役
所
市
民
コ
ー
ナ
ー
や

各
支
所
、
市
立
図
書
館
、
市
民
会
館
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
閲

覧
用
フ
ァ
イ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

施
計
画
』　

平
成
24
年
度
〜
27
年
度

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
市
役
所
市
民
コ
ー
ナ
ー
や

各
支
所
、
市
立
図
書
館
、
市
民
会
館
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
閲

覧
用
フ
ァ
イ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
事
・
行
政
管
理
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
3
2
）

　

納
税
通
知
書
は
、
5
月
7
日
㈪
に
発
送

し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
、
札
幌
道
税

事
務
所
自
動
車
税
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

各
種
申
請
手
続
き
や
納
税
相
談
な
ど
は
、

胆
振
総
合
振
興
局
納
税
課
（
☎
㉔
9
5

8
5
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動

車
税
部
（
☎
011

－

746

－

1
1
9
0
）

平成24年度から
固定資産税・都市計画税に係る住宅用地
の税負担の調整措置が変わります　　　
◎調整措置の概要　
　宅地の税負担は、課税の公平の観点から、地域や
土地によりばらつきがある負担水準（評価額に対す
る前年度課税標準額の割合）を均衡化させるための
調整措置が行われています。
　負担水準が高い土地の税負担は引き下げまたは据
え置きとなり、負担水準が低い土地の税負担はなだ
らかに上昇する仕組みになっています。

◎改正の概要
　平成23年度までは、負担水準が80％以上の住宅用
地については前年度の課税標準額を据え置くことと
されていましたが、平成24年度と平成25年度は負担
水準が90％以上の住宅用地について前年度の課税標
準額が据え置きとなり、平成26年度に据え置きの特
例措置が廃止されます。

問い合わせ　税務グループ（☎85 1 1 5 5 ）
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『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

雇
用
・
労
働

募　

集

調
理
師
試
験
を
行
い
ま
す

浄
水
場
管
理
人
（
嘱
託
員
）
を

募
集
し
ま
す

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
１

期
）
と
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

『
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
』

と
『
地
域
福
祉
計
画
』
の
素
案

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す

平
成
26
年
度
か
ら
35
年
度

ま
で
の
期
間
、
市
・
道
民
税

の
均
等
割
を
１
千
円
引
き

上
げ
ま
す

▼ 
日
時　

8
月
30
日
㈭　

13
時
30
分
〜
16

時
▼
場
所　

む
ろ
ら
ん
広
域
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

▼
受
付
期
間　

5
月
14
日
㈪
〜
25
日
㈮

▼ 

願
書
配
布
場
所　

室
蘭
保
健
所
、
仕
出

し
勝
ま
た
、
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
保
健
所

 

（
☎
㉔
9
8
4
4
）

に
市
や
北
海
道
が
取
り
組
む
防
災
や
減
災

に
関
す
る
事
業
の
財
源
の
一
部
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

　

ご
負
担
い
た
だ
く
時
期
が
近
づ
き
ま
し

た
ら
改
め
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
5
5
）

▼
募
集
人
数　

１
人

▼ 

応
募
要
件　

4
月
１
日
現
在
、
50
〜
61

歳
で
マ
イ
カ
ー
な
ど
で
通
勤
可
能
な
方

※ 

対
人
１
億
円
、
対
物
200
万
円
以
上
の
任

意
保
険
加
入
が
必
要
で
す
。

▼ 

任
用
期
間　

6
月
1
日
〜
平
成
25
年
3

月
31
日

※ 

勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
は
、
年
度
ご

と
の
任
用
期
間
の
更
新
が
あ
り
ま
す

（
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
た
は
63
歳
に

達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
ま
で
）
。

▼ 
主
な
業
務
内
容　

浄
水
場
の
監
視
盤
な

ど
の
運
転
操
作
と
維
持
管
理
業
務

▼ 

勤
務
時
間　

①
17
時
30
分
〜
8
時
30
分

ま
た
は
18
時
〜
9
時
（
仮
眠
時
間
あ
り
）

②
9
時
〜
17
時
30
分

※
5
週
で
①
が
14
回
、
②
が
2
回
。

▼
休
日　

5
週
に
5
日

▼
勤
務
地　

登
別
温
泉
浄
水
場

▼
給
料　

12
万
9
千
100
円
（
月
額
）

▼
試
験
日
時　

5
月
16
日
㈬　

14
時

▼
試
験
方
法　

面
接
試
験

▼ 

申
込
方
法　

5
月
11
日
㈮
ま
で
に
人
事

・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
、
各
支
所
に
備

え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

人
事
・
行
政
管
理
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
3
2
）

▼
納
期
限　

5
月
31
日
㈭

※ 

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ　

 

（
☎
85
1
1
5
5
）

　

登
別
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員

会
は
、
こ
の
素
案
に
つ
い
て
福
祉
関
係
団

体
な
ど
と
意
見
交
換
を
行
い
、
6
月
に
最

終
案
を
市
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
後
、
市
は
11
月
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
Ｇ

 

（
☎
85
1
9
1
1
）

　

市
と
北
海
道
は
、
東
日
本
大
震
災
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
地
方
税

の
特
例
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
35
年

度
ま
で
の
10
年
間
、
市
民
税
と
道
民
税
の

均
等
割
を
各
500
円
ず
つ
引
き
上
げ
ま
す
。

　

増
収
額
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度

若年者等キャリアカウンセリング試行事業若年者等キャリアカウンセリング試行事業

『キャリアサポートのぼりべつ』『キャリアサポートのぼりべつ』
～就職活動に悩みや不安を抱えている方をサポートします～

　市は、就職を希望する若年者や未就職である卒業者など
の方の就職活動を支援しています。
　経験豊富なキャリアカウンセラーが、就職活動などで抱
える不安や悩みなどの相談に乗り、相談者が自らの意志と
自信を持って就職活動に取り組み、就職につながるようサ
ポートしますので、お気軽にご相談ください。

■登別市職業訓練センター
　水・金曜日　 8時30分～17時
　※相談日が祝日の場合は、そ
　　の翌日。
　月曜日～金曜日の17時～（予約制）

■登別市地域職業相談室
　（ジョブガイドのぼりべつ）アーニス 2階
　土曜日　10時～17時

問い合わせ　
登別職業訓練協会（☎85 1 4 5 0 ）

計
画
・
税
・
財
政
の
続
き

広報のぼりべつ2012年 5月号 18
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図
書
館
協
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す

登
別
市
環
境
保
全
市
民
会
議

委
員
を
募
集
し
ま
す

登
別
と
き
め
き
大
学
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市
中
学
生

派
遣
交
流
事
業
の
派
遣
生
徒
を

募
集
し
ま
す

▼
対
象　

市
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
方

▼ 

職
務
内
容　

図
書
館
の
運
営
や
事
業
な

ど
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き

ま
す
（
会
議
を
年
2
回
程
度
開
催
）

▼
定
員　

2
人

▼ 

任
期　

6
月
１
日
〜
平
成
26
年
5
月
31

日
（
2
年
間
）

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
な
ど

▼ 

応
募
方
法　

市
立
図
書
館
に
備
え
付
け

　

市
は
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
働

し
安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
な
地
域
社
会
を
守

る
た
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
な
ど
積

極
的
に
議
論
す
る
市
民
会
議
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
方

▼
定
員　

6
人

▼ 

任
期　

6
月
1
日
〜
平
成
27
年
5
月
31

日
（
3
年
間
）

▼ 

申
込
方
法　

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
5
月
15
日
㈫
ま
で
に
環
境
対
策

グ
ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類
審
査
な

ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

▼ 

申
し
込
み　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク

ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

　

登
別
と
き
め
き
大
学
は
、
年
齢
や
性
別

に
関
係
な
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
市
民
大

学
で
す
。

▼ 

講
座
内
容　

年
6
回
（
南
極
授
業
、
登

別
市
の
防
災
、
エ
ゾ
シ
カ
、
地
元
企
業

な
ど
）

▼
受
講
料　

１
千
円
（
年
額
）

▼
申
し
込
み　

社
会
教
育
Ｇ

 

（
☎
88
1
1
2
9
）

の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

『
市
民
に
喜
ば
れ
る
図
書
館
と
は
』
に

つ
い
て
の
意
見
や
考
え
方
を
市
販
の
原

稿
用
紙
（
400
字
詰
め
）
2
・
3
枚
に
ま

と
め
、
5
月
15
日
㈫
ま
で
に
市
立
図
書

館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場

合
は
、
5
月
15
日
㈫
の
消
印
有
効
）

▼
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

▼
派
遣
時
期　

8
月
14
日
㈫
〜
21
日
㈫

▼ 

派
遣
都
市　

デ
ン
マ
ー
ク
王
国
フ
ァ
ボ

ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市

▼ 

派
遣
人
数　

市
内
の
中
学
校
か
ら
8
人
、

登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

か
ら
１
人

※ 

生
徒
の
応
募
が
2
人
以
下
の
場
合
は
、

中
止
し
ま
す
。

▼ 

参
加
経
費　

13
万
6
千
202
円
（
パ
ス
ポ

ー
ト
取
得
経
費
や
海
外
旅
行
傷
害
保
険

料
は
除
く
）

▼
応
募
期
限　

5
月
18
日
㈮

※ 

応
募
要
領
や
参
加
申
込
書
な
ど
は
、
市

内
各
学
校
を
通
じ
て
生
徒
の
皆
さ
ん
へ

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

政
策
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

　 6月23日～29日の『男女共同参画週
間』にちなみ、男女共同参画社会をイ
メージした作品を募集します。
　募集作品は 6月23日㈯～29日㈮まで
市民会館に展示します。

▼  対象　市内居住または通勤・通学す
る小学 4年生以上の方

▼募集期間　 5月10日㈭～31日㈭

▼作品テーマ
【習字】
　・小学 4年生『女』、『男』
　・小学 5年生『成長』
　・ 小学 6年生『思いやり』、『温か

い心』
　・ 中学生以上『男女平等』、『男女

共同』、『共同参画』、『参画社
会』のいずれか

【標語とポスター】
　男女共同参画をイメージしたもの
※ 用紙の大きさは自由（応募は１人１
点まで）。

▼  応募方法　作品に郵便番号・住所、
氏名（ふりがな）、性別、年齢、電
話番号、勤務先名または学校名（学
年）、ポスターには題名を添えて、
郵送または持参してください

※ 小・中学生は各学校に提出してくだ
さい。

申し込み　市民サービスＧ（☎852139）

男女共同参画社会に向けた男女共同参画社会に向けた
作品を募集します作品を募集します

広報のぼりべつ2012年 5月号19
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

6 月16日㈯
9時30分～12時 鉄南ふれあいセンター 交通事故や金銭貸借、損害賠

償、離婚など
担当弁護士：増

ます

川
かわ

　拓
たく

さん
定員：各 6人（申込順）

6月 8日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

6 月 5 日㈫以降
※ 本人から弁護士に相
談日を電話予約。

担当弁護士事務所
5月30日㈬までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

5 月26日㈯
9時30分～12時 鉄南ふれあいセンター

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類など
定員：10人（申込順）

5月25日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

市民生活相談 随時 市民サービスグループ 市民生活や多重債務、ＤＶ 市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火
～金曜日の10時～16
時。

消費生活センター
登別消費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、うわさや暴言による
嫌がらせ、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

5 月17日㈭
14時～ 障害福祉グループ 障がいのある方の就労や雇用

5月10日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

子ども虐待相談 月～金曜日
9時～17時30分 子ども虐待相談室 子どもへの虐待について 子ども虐待相談室

（☎85 6 6 7 7 ）

無料労働相談

月～金曜日（祝日を
除く）10時～16時

登別労働会館
（千歳町 3丁目）

解雇や労働条件の引き下げ、
いじめなど

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

5 月17日㈭・31日㈭
10時～16時 鉄南ふれあいセンター

希望日の１週間前までに
連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

広報のぼりべつ2012年 5月号 20困った！ときにはまず相談



すくすく

子育て 健　康
いきいき

　
　

は
『
子
育
て
』　
　

は
『
健
康
』
に
関
す
る
記
事
を
示
し
ま
す
。

乳幼児健康相談　　診査
問い合わせ
健康推進グループ（☎85 0 1 0 0 ）

※場所はいずれもしんた21

4 カ月児健康診査、10カ月児健康相談、 1歳 6カ月児健康診査、 3歳児健康診査の時間は、
対象となる家庭に通知します。乳幼児健康相談は事前に申し込みください。

もの作り講座

▼  日時　 5月19日㈯　10時～11時
30分

▼場所　登別子育て支援センター

▼対象　未就学児とその保護者

▼  内容　牛乳パックやティッシュ
ペーパーの空き箱を利用して、
椅子やテーブル、おもちゃを作
ります

▼定員　 8組（申込順）

▼  申し込み　 5月 7日㈪～11日㈮
に登別子育て支援センター（☎
80 2 7 7 2 ）

移動子育て支援
センターを開設します

▼場所・日時
•鷲別公民館　 5月 9日㈬
• 若草放課後児童クラブ　 5月16
日㈬
※時間はいずれも10時～12時。

▼  対象　市内居住の未就学児とそ
の保護者

▼持ち物　上履き（保護者とも）
※両会場とも駐車場があります。
※当日直接会場にお越しください。

▼  問い合わせ　中央子育て支援セ
ンター（☎81 3 7 1 5 ）

出張子育てひろばを
開設します
～富岸子育てひろば～

▼日時　 5月11日㈮　10時～13時

▼場所　カント・レラ

▼対象　未就学児とその保護者

▼  内容　登別の歴史探検！まが玉
づくり

▼定員　15組（申込順）

▼持ち物　昼食、着替えなど
※ 当日は動きやすい服装でお越し
ください。

▼  申し込み　 5月10日㈭までにＮ
ＰＯ法人登別自然活動支援組織
モモンガくらぶ（☎ 0 8 0 － 1
8 9 0 － 0 8 6 5 ）

ママとパパのための
勉強会を開催します
～富岸子育てひろば～
▼日時　 5月16日㈬　10時～12時

▼場所　亀田記念公園

▼  対象　子育て中の方、子育てを
支援している方

▼  内容　『春の外遊び入門（実践
編）』外遊びをするための基本
の『キ』を勉強します

▼定員　20組（申込順）
※ 託児を希望する方は、申し込み
時にお知らせください。

▼  申し込み　 5月15日㈫までにＮ
ＰＯ法人登別自然活動支援組織
モモンガくらぶ（☎ 0 8 0 － 1
8 9 0 － 0 8 6 5 ）

診査・相談名 月　日 対　象 内　　容 持ち物

4カ月児
健康診査 6 月21日㈭

平成24年 1 月16日～
平成24年 2 月15日
生まれのお子さん

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手帳

バスタオル、
替えオムツ10カ月児

健康相談 6 月27日㈬ 平成23年 8 月生まれ
のお子さん

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

1 歳 6 カ月児
健康診査 6 月13日㈬ 平成22年11月生まれ

のお子さん

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手帳
お子さんの歯
ブラシ

3 歳児
健康診査 6 月 7 日㈭ 平成21年 5 月生まれ

のお子さん

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

乳幼児
健康相談

6 月27日㈬
10時30分～11時

育児相談を希望する
方

発育・発達・育児・
栄養などの相談 母子健康手帳

広報のぼりべつ2012年 5月号21 すくすく子育て　いきいき健康



　
　

は
『
子
育
て
』　
　

は
『
健
康
』
に
関
す
る
記
事
を
示
し
ま
す
。

『水と遊ぼうパート 2』
を開催します

▼日時　 5月28日㈪　10時～12時

▼場所　市民プール『らくあ』

▼  対象　 2・ 3歳児とその保護者

▼  内容　インストラクターによる
親子体操など

※水深は15～20㎝に調節します。

▼定員　30組（申込順）

▼持ち物　
• 子ども　水着、水泳帽、バスタ
オル（排せつが完了していない
子どもは水遊び用パンツ着用）

• 保護者　Ｔシャツ、半ズボン、
水泳帽、バスタオル

※ 保護者は入館料500円が掛かり
ます。

▼  申し込み　 5月 7日㈪～10日㈭
に中央子育て支援センター（☎
81 3 7 1 5 )

保育所に
遊びに来ませんか

▼場所・日時
•登別保育所　 6月 6日㈬
• 鷲別・栄町・富士・幌別東各保
育所　 6月 7日㈭

※時間はいずれも 9時30分～11時。

▼  対象　市内居住
　の未就学児とそ
　の保護者

▼  持ち物　上履き
　（保護者とも）、
　着替え
※戸外で遊ぶこともあります。
※当日直接会場へお越しください。

▼  問い合わせ　中央子育て支援セ
ンター（☎81 3 7 1 5 ）

ホップ・ステップ・
ジャンプを開催します
～登別厚生年金病院～

▼日時　 5月25日㈮　10時～15時

▼場所　鈴木旅館（カルルス町）

▼対象　市内在住の60歳以上の方

▼  内容　健康チェック、講話、食
事など

▼定員　40人（申込順）

▼参加料　1,500円

▼  申し込み　 5月 7日㈪～14日㈪
に庶務課（☎84 2 1 6 5 ）

エキノコックス症に
気をつけましょう

　エキノコックス症は、キツネや
犬などに寄生したエキノコックス
の卵が人の口に入り体内で幼虫と
なり主に肝臓に寄生する病気です。
　感染してもすぐに自覚症状はな
く、数年から10数年たってから上
腹部の不快感や黄疸などの症状が
現れ、放っておくと
命に関わることも
あります。
　次のことに気をつけましょう
• キツネに餌付けしたり、触った
りしない。
• キツネが近寄らないよう、生ゴ
ミなどは適正に処理する。
• 犬も感染した野ねずみを食べて
感染するため放し飼いをしない。
• 山菜や野山の果実などは十分に
加熱、もしくはよく洗ってから
食べる。
• 沢水や小川の生水は飲まない、
飲む場合は煮沸する。
•外から帰ったら必ず手を洗う。

▼問い合わせ　健康推進グループ
 （☎85 0 1 0 0 ）

親子むし歯予防
教室に参加しませんか

▼日時　 6月 6日㈬　10時～12時

▼場所　しんた21

▼  対象　 1歳～ 1歳 6カ月児とそ
の保護者

▼  内容　歯科検診、ブラッシング
指導、無料フッ素塗布（希望者）

▼定員　20組（申込順）

▼  持ち物　子どもの歯ブラシ、母
子健康手帳

▼  申し込み　 5月25日㈮までに健
康推進グループ（☎85 0 1 0 0 ）

すこやかマタニティ教室に
参加しませんか

　沐
もく

浴
よく

やおむつ交換体験、先輩マ
マとお話しをしながら、妊婦同士
の交流をしませんか。

▼回数・対象・日時・内容
◎１回目・妊婦のみ
•月日　 6月22日㈮
• 内容　妊婦体操、授乳体験、先
輩ママとの交流など
◎ 2回目・妊婦のみ
•月日　 6月29日㈮
•内容　妊娠期の食生活の話など
◎ 3回目・妊婦とその家族
•月日　 7月 7日㈯
• 内容　沐浴・おむつ交換実習、
パパの妊婦体験など
※ 時間はいずれも13時30分～15時
30分。

▼場所　しんた21

▼定員　各20人（組）（申込順）

▼  申し込み　 5月31日㈭～ 6月14
日㈭に健康推進グループ（☎85
0 1 0 0 ）
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健康教室に
参加しませんか
～登別厚生年金病院～

▼日時　 5月 9日㈬　15時～16時

▼場所　院内集団指導教室

▼内容　メタボリックシンドロー
　ムについて、食
　事療法について
※当日直接会場へ
　お越しください。

▼問い合わせ　
　栄養部
　（☎80 3 2 3 5 ）

千円ドックを
受診しませんか

▼  対象　40歳以上の国民健康保
険または後期高齢者医療制度
に加入している方
※ 特定健診・後期高齢の健康診
査、短期人間ドックとの重複
受診はできません。

▼検査項目　
（必須項目）
身体測定、視力・聴力測定、
血圧測定、尿、血液（脂質、
血糖、肝機能、腎機能、貧血、
尿酸など）、心電図、眼底、
便潜血、肺がん検診
（選択項目）
胃バリウム、前立腺がん（50
歳以上の男性で治療中でない
方）

▼  検査料　1,000円（選択項目
は無料）
※ 保険税（料）の滞納がある方
は、検査料金が異なります。

▼  持ち物　特定健診・後期高齢
健康診査の受診券（ 5月上旬
送付予定）

▼月日・場所
• 7月21日㈯　 市民会館　
• 7月22日㈰　 鷲別公民館

▼定員　各60人

▼  申し込み　 5月15日㈫～ 6月
29日㈮に、国民健康保険グル
ープ（☎85 1 7 7 1 ）または
年金・長寿医療グループ（☎
85 2 1 3 7 ）

料理教室に
参加しませんか
～登別厚生年金病院～

▼  日時　 5月18日㈮　10時30分～
13時

▼場所　院内集団料理教室

▼  内容　春の行楽シーズン、飾り
寿司を作ろう

▼  申し込み　 5月14日㈪の12時ま
でに栄養部（☎80 3 2 3 5 ）

5 月の歯科救急医療
問い合わせ
室蘭歯科医師会（☎43 3 5 2 2 ）
月日 診療所・住所・電話

5 月 3 日㈭
えばた歯科医院
登別市新川町 4丁目15－10
☎88 0 8 0 9

5 月 4 日㈮
だて歯科
伊達市舟岡町24－46
☎ 0 1 4 2 ㉓ 6 4 8 0

5 月 5 日㈯
本田歯科
室蘭市港南町 1丁目 9－19
☎㉒ 3 3 2 2

5 月 6 日㈰
すずき歯科医院
室蘭市高砂町 5丁目12－15
☎46 3 4 3 4

5 月13日㈰
高橋歯科クリニック
室蘭市白鳥台 4丁目20－ 5
☎59 2 2 0 0

5 月20日㈰
小野瀬歯科医院
室蘭市東町 4丁目31－ 5
☎44 1 3 1 0

5 月27日㈰
高砂歯科医院
室蘭市高砂町 5丁目31－12
☎45 8 6 2 2

※受付時間はいずれも 9時～11時。

連休中の当番
医療機関のお知らせ

問い合わせ
室蘭市医師会（☎45 4 3 9 3 ）
月日 医療機関名・住所・電話

5 月 3 日㈭
あだち内科クリニック
室蘭市八丁平 2丁目 7－25
☎41 6 0 0 0

5 月 4 日㈮
内科消化器科サンクリニック
登別市新生町 3丁目11－11
☎87 3 1 3 1

5 月 5 日㈯
堀尾医院
登別市富士町 6丁目21－ 1
☎85 2 8 7 8

5 月 6 日㈰
野尻内科・消化器科クリニック
室蘭市宮の森町 4丁目12－18
☎41 1 5 5 1

※ 受付時間はいずれも 9時～15時
（昼休みは12時～13時）。

実施機関 宮町脳神経外科クリニック 大川原脳神経外科病院・日鋼記念病院

対　　象
・ 国民健康保険に加入している20歳以上の方（大川原脳神経外科病院と日鋼記念病院については、 4月 1日から
継続して加入している方）
・後期高齢者医療制度に加入している方
・保険税（料）の滞納のない方、平成23年 4 月以降、市の脳ドックを受けていない方

内　　容 脳ＣＴ 頭部ＭＲＩ、頭部・頸部ＭＲＡ

定　　員 ―
大川原脳神経外科病院　180人、日鋼記念病院　200人

※ 定員を超えた場合は、抽選を行い、 5月末までに結果をはがきでお知らせし
ます。

自己負担 2,000円 4,000円

申込期間 5 月 9 日㈬～平成25年 3 月 8 日㈮ 5月 9日㈬～16日㈬

受診時期 受け付け後～平成25年 3 月末 5月下旬～平成25年 3 月末

備　　考 ― ・ ペースメーカーや外科用クリップなどを体内に埋め込んでる方は受けられま
せん

申し込み　国民健康保険グループ（☎85 1 7 7 1 ）　　　　　年金・長寿医療グループ（☎85 2 1 3 7 ）

脳ドックを受診しませんか

広報のぼりべつ2012年 5月号23 すくすく子育て　いきいき健康



５月号

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
5 月 7 日㈪
～10日㈭
10時～17時

第32回　会員小品展
登別美術協会

会員約50人が作成した絵画や
陶芸など約80点を展示します － 問高科さん（☎86 7 2 3 2 ）

※10日㈭は15時まで。

5 月10日㈭
9時～15時

春の花あるき②～有珠
登別アクティブガイド協
会

有珠方面へ移動して春の花た
ちを訪ねます

対 18歳以上の方
料 2,500円 申  同協会（ふぉれすと鉱山内

・☎85 2 5 6 9 ）
※ 初めての方は別途会員登録
費が必要です。5 月28日㈪

7時～17時
尻別岳春登山
登別アクティブガイド協
会

春登山は尻別岳から！風景や
花たちを愛でながら、山登り
を楽しみます

対 18歳以上の方
料 4,000円

6 月 4 日～21
日の毎週月・
木曜日
18時30分～
20時

初心者英会話教室
文化・スポーツ振興財団

日常的な英会話を学びます
講師：キアン・マーガトロイ
ドさん（登別市英語指導助手）

対  市内居住または
通勤する18歳以
上の方

定 20人（申込順）
料 2,000円

申  5 月18日㈮までに文化・ス
ポーツ振興財団（☎88 1 1
1 6 ）

持筆記用具

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
5月27日㈰は、水泳大会開催のため18時まで臨時休館します

5 月19日㈯
9時30分～
12時30分

定例救急救命講習 ＡＥＤの取り扱いを含めた心
肺蘇生法（普通救命講習Ⅰ） 定 10人（申込順） 申  5 月10日㈭までに消防署警

備グループ（☎85 2 5 5 1 ）

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
5 月 5 日㈯～
20日㈰
10時～18時

絵本作家あべ弘士さん
絵本の原画展

絵本『ぐうぐうごりら』の原
画を展示します －

問市立図書館
5月12日㈯
13時30分～
15時

絵本作家あべ弘士さん
講演会

演題：地球はどうぶつでいっ
ぱい －

5月19日㈯
13時30分 登別子ども劇場 絵本と紙芝居の読み聞かせ 対幼児～

問市立図書館
※幼児は保護者同伴。

5 月26日㈯
13時30分 おはなしぽけっと 絵本の読み聞かせと紙芝居 対幼児～小学生

6月 2日㈯
13時30分 おじさんズ 絵本と紙芝居の読み聞かせ 対どなたでも

市民会館　登別市富士町 7丁目33番地 1 ☎88 1 1 3 9

市民プール『らくあ』登別市幸町１丁目 5番地 2 ☎85 5 5 8 8

市立図書館　登別市中央町 5丁目21番地 1 ☎85 4 3 2 4

5 月18日㈮　
　18時開場　18時30分開演
　　市民会館大ホール　
　　　入場料　2,000円

•聞かせてよ愛の言葉を　
•百万本のバラ　•私は一人片隅で　
•愛は限りなく　•再会　など

問い合わせ
千葉さん

（☎81 2 2 2 1 ）
曲目曲目

～国際ソロプチミスト登別～
愛のうたの夕べ愛のうたの夕べ 嵯嵯

ささ

峨峨
がが

美美
よしよし

子子
ここ

コンサートコンサート

広報のぼりべつ2012年 5月号 24
わくわくおでかけ
ナビゲーション　



日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
5 月11日㈮
18時30分～
19時30分

Ｂ－Ｎ
ナ グ

ＡＧ鳥カフェ
登別アクティブガイド協
会

お茶を飲みながら、野鳥のお
話をします 料 500円 申  同協会（ふぉれすと鉱山内

・☎85 2 5 6 9 ）

5 月15日㈫
12時～13時

リンパ学習会
ＮＰＯ法人リンパ健康学
普及協会

リンパを知ろう学習会（知識
編） 定 10人（申込順）

申川島さん（☎080-3262-5774）
※ 留守電に名前と電話番号を
吹き込んでください。

5 月25日㈮～
27日㈰

豆盆栽・小品盆栽展示会
手のひらで遊ぶ豆盆栽ク
ラブ

五葉松や黒松、もみじなど会
員が作成した豆盆栽と小品盆
栽を展示します

－ 問黒澤さん（☎85 1 4 7 4 ）
※ 当日直接会場にお越しくだ
さい。
※ 植え替え素材が無くなり次
第終了。

5 月26日㈯
13時～16時

豆盆栽の植え替え
手のひらで遊ぶ豆盆栽ク
ラブ

豆盆栽の植え替えを体験して
みませんか（30分程度） －

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
5 月15日㈫
～ 6月17日㈰ さくら写真展2012 郷土資料館の桜の写真を展示

します － 問郷土資料館

さくら写真展2012作品募集さくら写真展2012作品募集　　過去 3年以内に撮影した郷土資料館の桜の写真をお寄せください
展示できる状態で開催期間中に持参してください（ 1人 5点まで。氏名やタイトルの有無、写真のサイズは問いませ
ん）。
※人物が写っている場合は必ず被写体の方に承諾を得てください。 問い合わせ　郷土資料館
6 月 9 日㈯
9時30分～
16時

布ぞうり作り
古い浴衣や布団生地などを利
用し、温もりを感じるぞうり
を作ります

対 18歳以上の方
定 14人（申込順）
料 200円

申  5 月11日㈮～30日㈬に郷土
資料館

持布切れ、昼食など

6月16日㈯
10時～12時 親子そばうち体験 親子で力をあわせて、美味し

いおそばを作ります

対  小・中学生とそ
の保護者

定 12組（申込順）
料 1,000円（１組）

申  5 月18日㈮～ 6月 9日㈯に
郷土資料館

持  エプロン、おしぼり 2枚、
持ち帰り容器、三角きん、
上履き

市民活動センター『のぼりん』登別市緑町１丁目１番地 4 ☎83 6 8 6 6

郷土資料館　登別市片倉町 6丁目27番地 2 ☎88 1 3 3 9

武士の世界と和の心を体験してみませんか。

わんぱくサムライ体験第12回
5 月26日㈯　10時～13時

■ 内容　姉妹都市宮城県白石市の名産『紙すき』体験・くず
湯とうーめんの試食、流

や ぶ さ め

鏑馬、チャンバラ、昔の遊びなど
※当日は郷土資料館と文化伝承館を無料で開放します。

問い合わせ　郷土資料館

今月の『のぼりん文化講座』 申し込み　市民活動センター
☎83 6 8 6 6

　市民活動センターは、多くの方が気軽に市民活動に参加できるよう、登別市文化協会と連携し、年間を通じてさま
ざまな入門講座を行います。
　これまでサークル活動をしたいと思っていてもなかなかその機会がなかった方や自分に合った活動に出会うことが
できなかった方など、これから市民活動に参加したい方はぜひご参加ください。

日時 講座名 内容 対象・定員・参加料 申し込み期限･持ち物

5 月16日㈬
10時～12時 水彩画教室 静物画を描きます

講師：長
なが

田
た

清
きよし

さん（登別美術協会）
定 20人（申込順）

申 5 月 9 日㈬
持  絵の具、画用紙、パレ
ット、筆、水入れ、鉛
筆、カッター

5月18日㈮
10時～12時 初心者書道教室 楷書と行書を学びます

講師：成
なり

田
た

成
せい

峰
ほう

さん（登別書道連盟）

定 15人（申込順）
料  100円（手本資料
代）

申 5 月11日㈮
持  硯、墨液、筆（大・小）、
文鎮、下敷き、半紙、
新聞紙

5月23日㈬
18時～20時 かっぽれ踊り

踊っても見ても楽しい粋な江戸芸です
講師：櫻

さくら

川
がわ

偲
し

有
ゆう

さん（梅后流江戸芸
登別かっぽれ道場）

定 15人（申込順）
申 5 月16日㈬
持  動きやすい服装（ジャ
ージーも可）、日本手
ぬぐい（お持ちの方）

5月26日㈯
10時～12時 囲碁教室

対局指導します
講師：加

か

藤
とう

清
きよし

さん、保
ほ

沢
ざわ

宏
ひろし

さん（登
別棋道連盟）

対小学生以上の方
定 20人（申込順）
※初心者歓迎。

申 5 月21日㈪

※多くの方が受講できるよう、応募が多数のときは、初めての方を優先します。
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日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月19日㈯
8時～16時

日本古来の製鉄法
小たたら吹き製鉄を体験
しよう

開催時間中はいつでも参加・
見学自由。見頃は14時～15時
ごろです

対  小学 3 年生以上
の方

※見学は誰でも可。

問石崎さん（☎85 1 1 7 9 ）
※ 参加を希望する方は長袖の
服を着てお越しください。

5 月19日㈯
10時～12時

カント・レラ縄文文化体
験
シカの角でアクセサリー
をつくろう！！

縄文時代にたくさん利用され
たシカ。その角で縄文風スト
ラップを作ります

定 20人（申込順）
料 400円

申  5 月18日㈮までにカント・
レラ

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
5 月12日㈯
12時30分～
15時

もりもり森ン子くらぶ
子どもは春を探しに森へお散
歩。大人はアウトドア料理に
挑戦します

対  5 歳～小学 2年
生とその保護者

料 300円
申 5 月 9 日㈬
持飲み物、着替えなど

5月13日㈰
10時～15時 山の学校 春の陽気の中、元気よく外遊

びをします
対  小学 4 ～中学 1
年生

料 200円
申 5 月12日㈯
持昼食、飲み物、着替えなど

5月13日㈰
10時～17時

コーザンネイチャーガイ
ド養成講座①

鉱山の自然を案内するガイド
の養成講座です

対小学 4年生以上
定 20人（申込順）
料  2,000円

申 5 月10日㈭
持飲み物、着替え、筆記用具

5月15日㈫
10時～14時

たまにはアウトドアライ
フ

春を味わうデイキャンプ。キ
ャンプ技術も学びます

対 18歳以上の方
定 15人（申込順）
料 600円

申 5 月14日㈪
持昼食、飲み物、着替えなど

5月18日㈮
10時～
12時30分

ｍ
マ

ａｍ
マ

ａのためのサロン 桜を愛でながらお弁当を食べ
ます

対子育て中の大人
定 15人（申込順）
料 800円

申 5 月17日㈭
持飲み物など

5月19日㈯
6時～ 8時 鉱山町バードソン2012 市民参加型調査活動。春の野

鳥調査を行います
定 20人（申込順）
料 100円

申 5 月18日㈮
持双眼鏡、図鑑、飲み物など

5月19日㈯
10時～15時 ながぐつレンジャー ネイチャーセンターの春のお

仕事に取り組みます
対小学生
料 200円

申 5 月16日㈬
持昼食、飲み物、着替えなど

5月20日㈰
10時～14時 森のようちえん お花見を楽しみながら、春の

森の中で遊びます
対  3 歳以上の未就
学児とその家族

料 1 人200円
申 5 月17日㈭
持昼食、飲み物、着替えなど

5月20日㈰
10時～12時

K
コ ン グ

oNG主管
登山机上講習会

登山の持ち物・服装など基本
的なことを学びます

定 15人（申込順）
料 200円

申 5 月19日㈯
持筆記用具など

5月24日㈭
10時～12時

ガイドウォーク『春の花
ウォーク』

春の森を自然ガイドがご案内
します

定 15人（申込順）
料 300円

申 5 月23日㈬
持飲み物など

5月25日㈮
10時～
12時30分

森のサロン ゆったりのびのびと春のおさ
んぽを楽しみます

対  未就園児とその
保護者

料  200円
申 5 月22日㈫
持昼食、飲み物、着替えなど

5月26日㈯
10時～13時 里山づくりの日 森のお手入れを行い、おいし

いおやつを食べます
料  200円（子ども
100円）

申 5 月25日㈮
持昼食、飲み物、着替えなど

5月27日㈰
10時～15時 鉱山町フラワーソン2012

毎年実施している市民参加型
調査活動。春の植物の開花調
査を行います

定 50人（申込順）
料 200円

申 5 月26日㈯
持  筆記用具、昼食、飲み物、
着替えなど

5月23日㈬・
30日㈬
10時～12時

森のちょこっとひろば 外で体を目いっぱい使って遊
びます

対  未就園児とその
保護者

料１組300円

問ふぉれすと鉱山
持昼食、飲み物、着替えなど
※ 3人目から＋100円。

それぞれの活動や天候に適した服装や持ち物でお越しください。

のぼりべつ文化交流館『カント・レラ』登別市登別温泉町123番地 1 ☎84 2 0 6 9

ふぉれすと鉱山　登別市鉱山町 8番地 3 ☎85 2 5 6 9

2012 登別桜ざか一期一宴　 5 月月1313日日日日（小雨決行）（小雨決行）

ヘルシーウォーキング＆
アンド

ノルディックウォーキング
カント・レラ～桜坂駐車公園を往復します（約 5㌔㍍・ 1時
間30分程度）。
✿時間　10時～15時（受け付けは 9時30分～12時・随時出発）
✿参加料　200円（高校生以上）
※ 参加者にはエビ汁（数量限定）とさぎり湯入浴券（完走賞）
を差し上げます。

問い合わせ
同実行委員会・成田さん
（☎090－3396－3604）

グ
桜再生募金のための
募金箱を設置します。
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　地域情報センターＰ
ピ

ｉ
ッ

Ｐ
ピ

　登別市中央町 4丁目11番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

毎月
第 3火曜日
13時～15時

パソコン相談会
ＮＰＯ法人シニアネット
いぶり

疑問や問題点が解決できるよ
う一緒に考えます －

問工藤さん（☎45 5 0 5 1 ）
※ 第 2 火曜日は『のぼりん』
で開催。

毎週火・金・
土曜日

はじめてのワード
はじめてのエクセル
ＮＰＯ法人くるくるネッ
ト

①13時～15時15分
②15時15分～17時15分
③17時30分～19時30分
※①は金・土曜日のみ実施。

定各 6人
料 2,000円
※ 別途教材費200
円。

申ＮＰＯ法人くるくるネット
（☎83 6 6 6 2 ）

　亀田記念公園管理棟　登別市富岸町 3丁目 8番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月23日㈬
13時30分～

みどりの講習会
ご家庭の花壇に…土づく
り、ポット植え講習会

講師：戸
と

田
だ

憲
けん

吉
きち

さん（登別市
フラワーマスター） 定 50人（申込順） 申都市計画・公園グループ

　（☎85 4 1 1 5 ）

　岡志別の森運動公園　登別市千歳町97番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月26日～
6月24日の毎
週土・日曜日
9時～12時

小学生ソフトテニス教室
登別ソフトテニス協会

楽しくソフトテニスを学びま
す
※ 申し込み後に保護者説明会
を開催します。

対小学生
料 3,500円

申  5 月14日㈪までに寺田さん
（☎・思85 2 2 9 5 ）

持  運動のできる服装・靴、ラ
ケットなど

　いぶりたすけ愛『ともかな』　登別市桜木町 3丁目 2番地16
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月 1 日㈫～
19日㈯ きり絵作品展示会 志賀照美さんによるきり絵作

品を展示します －

問ともかな（☎83 7 1 3 3 ）5 月12日㈯
11時～15時 オープン１周年イベント

無農薬野菜・手作り品・ケー
キの販売、ワンコインランチ
や軽食もあります

－

5月16日㈬
10時30分～ 子育て広場『ともとも』 身近にある新聞を使って、お

子さんと楽しく遊びます 料 300円

5 月19日㈯
15時～17時

男の料理教室
ともかなカフェイベント

料理の基本を学びながら、夕
食のおかずと酒の肴を作りま
す

対男性
定 8 人（申込順）
料 1,000円

申  5 月16日㈬までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

持  エプロン、三角きん、持ち
帰り容器

　キウシト湿原　登別市若山町 2丁目
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月 3 日㈭～
5日㈯
10時～12時

ミズバショウ観察会
キウシト湿原の会

ミズバショウを見に行きませ
んか。会員が案内します － 問熊谷さん（☎090‒7513‒2983）

持長靴、軍手など

　幌別川白鳥テラス　登別市新川町 2丁目
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月13日㈰
8時30分～
11時30分

バードウィーク市民探鳥
会
日本野鳥の会室蘭支部

堤防沿いをゆっくりと歩きな
がら野鳥や野の花を観察しま
す

－
問堀本さん（☎85 9 3 9 6 ）
持  運動靴、お持ちの方は双眼
鏡、鳥類図鑑

※直接会場にお越しください。

その他
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　その他の続き
　登別温泉

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月26日㈯
10時～12時

温泉散策ウォーキング
文化・スポーツ振興財団

観光ボランティアガイドと一
緒に登別温泉の歴史に触れな
がらのウオーキング。天然足
湯や地元の温泉に入浴できま
す

対  市内居住または
通勤する方

定 30人（申込順）
料  500円（入浴券、
保険料含む）

申  5 月 7 日㈪～18日㈮に同財
団（☎88 1 1 1 6 ）

持  動きやすい服装、タオル、
着替えなど

　カムイヌプリ登山口（ 3合目）
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月13日㈰
8時受け付け

登別市憩いの山
カムイヌプリ山開き兼
市民登山会
登別山岳会

－ 料  500円（保険料、
記念品代含む）

問藤木さん（☎85 5 8 9 7 ）
持  登山に適した服装、雨具、
軍手、飲み物など

　登別厚生年金病院　登別市登別温泉町133番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月11日㈮
9時30分～
13時30分

看護の日フェア
登別厚生年金病院

健康チェックや相談、義肢科
による義肢装具の相談などを
行います

－ 問同病院（☎84 2 1 6 5 ）

　登別中央ショッピングセンター・アーニス　登別市中央町 4丁目11番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月 8 日㈫
10時30分～
15時

看護の日の催し
三愛病院

健康・栄養相談や医療福祉相
談、血圧測定、体脂肪測定な
どを行います

－
問同病院（☎83１１１１）
※ 5 月10日㈭は10時から三愛
病院で行います。

　室蘭市市民会館　室蘭市輪西町 2丁目 5番 1号
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

6 月 2 日㈯・
3日㈰

歯の衛生週間『目指せ！
むし歯ゼロ地区』
室蘭歯科医師会

2日～ポスター・図画の展示、
表彰式など（14時～15時）
3日～歯科ドック、栄養相談、
フッ化物塗布など（10時～16時）

－ 問室蘭歯科医師会
　（☎43 3 5 2 2 ）

　地球岬　室蘭市母恋南町
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月 6 日㈰
9時～12時

春の花あるき①～地球岬
登別アクティブガイド協
会

地球岬を散策し、春の花たち
を訪ねます

対 18歳以上の方
料 1,000円

申  同協会（ふぉれすと鉱山内
・☎85 2 5 6 9 ）
※ 初めて参加する方は別途会
員登録費が必要です。

　室蘭工業大学ロボットアリーナ　室蘭市高砂町 3丁目11番 1 号
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

6 月 9 日㈯・
30日㈯
10時30分～
12時

プチロボ組立体験教室
モーターで動くリモコンロボ
ットを組み立てて、競技をし
ます

対小学 3～ 6年生
定各10人（抽選）

申  住所、氏名、学年、連絡先、
イベント名を明記の上、持
参、ファクス、Ｅメール（r
a_apply@mmm.muroran
‒ it.ac.jp）で 5月25日㈮ま
でに同アリーナ

※ホームページからもできます。
問  同アリーナ（☎思83 5 6 5 0 ）

6 月 9 日㈯・
30日㈯
13時30分～
15時

スリーモータロボ組立体
験教室

3 つのモーターを使った操作
型ロボットを組み立ててボー
ルを使ったゲームをします

対小学 5～中学生
定各10人（抽選）

　東千歳駐屯地　千歳市祝梅1016
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月27日㈰
8時～15時

陸上自衛隊第 7師団創隊
57周年・東千歳駐屯地58
周年記念行事

日本最大の戦車パレード、訓
練展示、装備品展示、戦車試
乗、模擬売店での販売
※ ＪＲ千歳駅から無料シャト
ルバスを運行します。

－
問  第 7 師団司令部総務課広報
渉外班
　（☎ 0 1 2 3 ㉓ 5 1 3 1 ）

ビデオ登別
　ビデオ撮影・編集について、一
緒に学びませんか。

▼  活動日　毎週火曜日　18時～20
時

▼場所　富岸青少年会館

▼問い合わせ　田沼さん
 （☎85 4 4 5 0 ）

大東流合氣柔術幸道会
登別支部

▼  活動日　毎週火・木曜日　18時
30分～20時30分、毎週日曜日　
10時～12時

▼場所　登別公民館

▼  会費　月額1,500円（小学生500円）

▼問い合わせ　松本さん
 （☎83 2 0 1 2 ）

登別走ろう会
　運動不足や健康のために走ろう
と考えている方、走ることが好き
な方、一緒に汗を流しませんか。
　マラソン大会や、清掃などのボ
ランティアにも参加しています。

▼問い合わせ　馬場さん
 （☎85 9 0 5 5 ）

会
員
募
集
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JR登別駅

了英寺駐車場

婦人センター
駐車場

登別駅横駐車場

室蘭信用金庫
横駐車場
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P1

P2

P3
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P4

◎
平
成
24
年
度
入
学
式

　

4
月
7
日
、
第
31
回
入
学
式
が
行
わ

れ
、
新
入
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
で
専

門
士
の
道
を
目
指
し
て
学
生
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
中
川
学
校
長
が
「
就
職
の

た
め
に
人
生
の
選
択
肢
を
広
げ
、
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
に
な
る
た
め
の
努
力

を
す
る
よ
う
に
」
と
新
入
生
に
奮
起
を

促
し
、
新
入
生
代
表
の
松ま

つ

川か
わ

翔し
ょ
う

太た

さ
ん

（
情
報
処
理
科
）
は

「
勉
学
に
励
む
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

地
域
へ
の
貢
献
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
4
月
12
・
13
日
に
は
、
毎
年

恒
例
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

合
宿
が
第
一
滝
本
館
で
行
わ
れ
、
新
入

生
は
、
仲
間
作
り
を
目
標
に
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
な
し
た
り
、
温
泉

に
つ
か
っ
た
り
と
、
楽
し
く
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

5
月
の
体
験
入
学

• 

12
日
㈯
・
19
日
㈯
・
26
日
㈯　

11
時

30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

（
☎
0
1
2
0

－

6
6
6

－

9
6
5
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8
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 運行時間　※（　）は通過駅。
行き

登　別　11：01
（富浦）　11：04
（幌別）　11：11
（鷲別）　11：20
東室蘭　11：23

帰り
東室蘭　14：36
（鷲別）　14：40
（幌別）　14：48
（富浦）　14：54
登　別　14：58

沿線にお住まいの方へ
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
•ＳＬ通過時は、汽笛や走行音などの騒音が予想されます
•運行時間帯はＳＬの排煙で洗濯物を汚すおそれがあります
•駅周辺や沿線などで混雑が予想されます
見学、写真撮影をする方へ
モラルを守り、周囲に迷惑を掛けないようにしてください。
•鉄道敷地内や他人の敷地には絶対に入らないでください
•路上駐車は絶対にやめてください

問い合わせ　室蘭市総務部総務課記念事業事務局（☎㉕ 2 2 1 5 ）

登別駅前地区で記念イベント開催
5 月19日土
　・20日日

❶10：30～11：10　出発式（登別駅 3番ホーム）
　19日は登別中吹奏楽部、20日は北海自衛太鼓が演奏します
　※ ホームの入場には入場券（大人160円、子ども80円）が必要です。
❷ 9：00～18：00　写真展（鬼なびステーション登別）
　昭和50年ごろのＳＬや駅などの懐かしい写真を展示します
❸10：00～16：00　Ｎゲージ展（ワカキ玩具店）
　精密な鉄道模型を走らせます（協力：日本工学院北海道専門学校）
❹10：00～16：00　プラレールで楽しもう！
 （エネルギーショップ東川倉庫）
　プラレールと線路を持ち寄り、巨大レールを走らせよう
❺10：00～　登別海鮮直市（登別駅前）
　登別漁港の新鮮な海産物を直売します（荒天時は中止）
❻10：00、15：00　エビ汁の振る舞い（無料・登別駅前）
　※無くなり次第終了。
❼10：00～16：00　記念グッズなどの特別販売（登別駅前）

ＳＬデジタルフォト
コンテスト
　ＳＬみなと室蘭140周年号の勇姿を写した
写真を募集します。
　登別ブランド推奨品が当たる市長賞など各
賞を用意しています。
　結果は 7月 9日㈪に鬼なびステーション登
別と同ブログで発表。作品は 8月19日㈰まで
鬼なびステーション登別に展示します。
応募規定
•１人１点まで（データは返却しません）
• 人物が被写体となっている作品は、必ず被
写体本人の承諾を得て応募してください
• 作品は未発表のもの、発表する予定のない
ものに限ります
• 応募作品は今後印刷物などに利用すること
があります
応募方法
5 月19日㈯～ 6月10日㈰に必要事項を記入
の上、 3メガバイト以下のＪＰＥＧデータ
をＥメールで鬼なびステーション登別
（sl-minato140@ark.ocn.ne.jp）

必要事項
氏名（フリガナ）、年齢、性別、住所、電
話番号、撮影場所

問い合わせ　政策推進グループ（☎85 1 1 2 2 ）

ＳＬみなと室蘭140周年号実行委員会　主催

問い合わせ
鬼なびステーション登別
（☎83 4 4 4 1 ）
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不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00
※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

今月の新着図書
市立図書館
☎854324

＝こどものほん＝

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

ゆずります（売ります）

ゆずってください（買います）

ナミヤ雑貨店の奇蹟

ひかるさくら

東
ひがし

野
の

　圭
けい

吾
ご

 著

帚
ははき

木
ぎ

　蓬
ほう

生
せい

 作　小
こ

泉
いずみ

るみ子
こ

 絵

　あらゆる悩みの相談に乗る、不
思議なナミヤ雑貨店。しかしその
正体は…。
　物語が完結するとき、人知を超
えた真実が明らかになる！

　薬売りの彦一は、山中で出会っ
た病人たちに、持っていた薬をみ
んな分け与えてやった。
　山道で夜を明かすことにした彦
一は、闇の中に、ぼうっと光る、
桜の木を見つけて…。

◇紳士協定 佐
さ

藤
とう

　　優
まさる

 著
◇逆説の日本史（18） 井

い

沢
ざわ

　元
もと

彦
ひこ

 著
◇平蔵の首 逢

おう

坂
さか

　　剛
ごう

 著
◇桜舞う あさの　あつこ 著
◇史記（ 7） 北

きた

方
かた

　謙
けん

三
ぞう

 著

◇あなた 谷
たに

川
かわ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

 文　長
ちょう

　新
しん

太
た

 絵
◇中をそうぞうしてみよ 佐

さ

藤
とう

雅
まさ

彦
ひこ

＋ユーフラテス 作
◇自転車のルールとマナー 谷

や

田
た

貝
がい

一
かず

男
お

 監修

4
月
か
ら
、
末
の
息
子
が
登
別
を
出

て
札
幌
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

3
月
に
や
っ
と
就
職
が
決
ま
り
、
新

生
活
の
準
備
で
慌
た
だ
し
か
っ
た
の
で
、

寂
し
さ
を
感
じ
る
暇
な
ど
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
い
ざ
息
子
が
家
を
出
て
行
っ

て
み
る
と
、
途
端
に
心
に
ポ
ッ
カ
リ
と

穴
が
開
い
た
よ
う
な
、
寂
し
く
て
た
ま

ら
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
は
何
を
し
て
い
て
も
張
り

合
い
が
な
く
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
泣

け
て
き
て
し
ま
い
、
そ
ん
な
自
分
に
ま

た
落
ち
込
ん
だ
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、

夫
や
友
人
が
、
そ
ん
な
私
の
心
を
察
し
、

い
つ
も
以
上
に
優
し
く
し
て
く
れ
た
の

で
、
今
で
は
少
し
元
気
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

私
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
が
巣
立

っ
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
お
母
さ

ん
方
、
『
子
離
れ
の
と
き
』
と
言
い
聞

か
せ
、
前
向
き
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
。

子
ど
も
を
巣
立
た
せ
た
あ
と
は
、
自

分
が
元
気
で
い
る
こ
と
が
親
の
第
2
の

使
命
な
ん
で
す
か
ら
。

 

（
富
岸
町　

女
性
）

家
の
庭
に
ふ
き
の
と
う
が
ひ
ょ
っ
こ

り
顔
を
出
し
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

今
日
は
子
ど
も
の
入
園
式
、
期
待
と

不
安
で
朝
か
ら
ば
た
ば
た
。

カ
メ
ラ
と
ビ
デ
オ
を
持
っ
て
い
ざ
会

場
へ
。
入
場
か
ら
手
遊
び
、
退
場
ま
で

娘
の
晴
れ
姿
を
懸
命
に
ビ
デ
オ
に
納
め

な
が
ら
、
子
ど
も
の
成
長
の
早
さ
と
健

康
に
す
く
す
く
育
っ
て
く
れ
た
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

娘
も
緊
張
は
し
て
い
た
も
の
の
、

「
幼
稚
園
楽
し
い
ね
、
ま
た
行
き
た
い

ね
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
親
と
し
て

は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

家
に
帰
り
家
族
団
ら
ん
、
撮
っ
た
ビ

デ
オ
を
再
生
し
よ
う
と
し
て
思
わ
ず
ビ

ッ
ク
リ
。

普
段
使
い
慣
れ
て
い
な
い
ビ
デ
オ
だ

っ
た
た
め
、
録
画
ボ
タ
ン
を
押
し
忘
れ

ま
っ
た
く
撮
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

記
録
に
は
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

記
憶
に
は
ハ
ッ
キ
リ
残
る
入
園
式
と
な

り
ま
し
た
。

 

（
新
川
町　

女
性
）

子
離
れ
の
と
き

思
い
出
に
残
る
入
園
式

●ひな人形（ 7段）●布団乾燥機●柔道着一式（高校生用）●和だんす
（123×180×47㎝）●一眼レフカメラ●写真フィルム引き伸ばし機●剣道
防具一式（小学 3・ 4年生用）●現代古典半英語辞典●湯たんぽ（プラス
チック製・ 2個）●植木鉢（素焼き、プラスチック製、50～60個）●ルー
ムウオーカー（52×22×92㎝）●テーブル●洋服たんす● 2人掛けソファ
●学習机●本棚（木製）●アイスボックス（49×44×34㎝）●健康器具
●パソコンラック（スチール製）●藤の座卓（丸型・直径90㎝）●ゲート
ボールスティック・ボール●自走式ウオーカー●ロフトベッド（木製・子
供用）●石油ストーブ（ＦＦ式）●電子オルガン●バウンサー（赤ちゃん
用ゆりかご）●灯油タンク（25㍑室内用）●琴●餅つき器（ 2升用）●室
蘭工業高等学校制服（男子用）●乗馬型健康器具●犬用ケージ（室内用）
●夏タイヤ（185/70R14）●電気薫製機

●健康器具●ビデオカメラ●じゅうたん（ 6畳以上用）●空手着（大人用・
小学校低学年用）●クリスマスイルミネーション●ノート型ミニパソコン
●足踏みミシン●スタッドレスタイヤ（185/70R13・ホイール付き）●も
ちつき器●白菊幼稚園制服（男児用）●介護用電動ベット● 3人掛けレザ
ーソファ●チャイルドシート（ 2～ 6歳用）●まきストーブ（鋳物）●幼
児用自転車（16・18㌅）●市史ふるさと登別（ 3冊セット）

広報のぼりべつ2012年 5月号 30
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 、思85 1 1 0 8

［鷲別 2丁目町内会］
冬は温泉入浴が最高
ふれあい・いきいきサロン

［若草第二町内会］
楽しく世代間交流
新春のつどい

［登別東町 2町会］
うれしい地域の温かい心
ひなまつり

［若草町内会］
寒くても気持ちはもう春
ひな祭りの集い

　

2
月
の
『
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』
で
は
、
近
郊
の

温
泉
に
ゆ
っ
た
り
と
浸
か
り
、
豪
華
な
昼
食
と
多
少
の
ア
ル
コ

ー
ル
を
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

宴
も
た
け
な
わ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
カ
ラ
オ
ケ

で
は
、
普
段
マ
イ
ク
を
手
に
す
る
こ
と
の
な
い
人
も
若
い
こ
ろ

の
な
つ
か
し
い
唄
を
披
露
し
、
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

町
内
会
の
交
流
と
親
睦
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
食
の
時
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
日
本
舞
踊
な
ど
日
ご
ろ
の
練

習
成
果
を
披
露
し
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

餅
つ
き
会
で
は
子
ど
も
た
ち
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

つ
い
た
、
つ
き
た
て
の
餅
を
丸
め
て
味
わ
い
、
冬
の
楽
し
い
世

代
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
3
月
3
日
に
町
内
会
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、

安
否
確
認
と
声
か
け
を
目
的
に
、
心
を
込
め
て
作
っ
た
ち
ら
し

寿
司
と
餅
を
セ
ッ
ト
に
し
て
配
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ッ
ク
に
は
「
今
年
も
春
の
香
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
風
邪
な
ど
引
か
ぬ
様
、
元
気

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

季
節
の
行
事
を
楽
し
み
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と

女
性
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
近
況
報
告
な
ど
を
し
な
が

ら
、
昼
食
に
は
お
弁
当
と
甘
酒
を
飲
ん
だ
り
、
日
用
品
が
当
た

る
抽
選
会
や
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

ひ
と
足
早
い
春
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

鷲別 2丁目町内会
会長　原田　敬三

若草第二町内会
会長　南　　行雄

登別東町 2町会
会長　高橋　　淳

若草町内会
会長　伊藤　秀男
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開
か

れた
議会を目指し
て

65号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・2012.5.1

登別市議会 で 検索

　

2
月
22
日
か
ら
3
月
21
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
、
平
成

24
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
15
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
執
行
方
針

と
教
育
行
政
執
行
方
針
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
編
成
と
高
齢
介
護

・
福
祉
、
防
災
対
策
、
環
境
問
題
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

①
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

② 
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
学
校
給
食
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
の
各
特
別
会
計
予
算

③
平
成
24
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

④ 

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
〜
第
9
号
）

⑤
友
好
都
市
の
協
定

⑥
手
数
料
条
例
、
図
書
館
条
例
の
各
一
部
改
正

⑦
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

⑧
税
条
例
の
一
部
改
正

⑨ 

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
条
例
等
、

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条

例
、
介
護
保
険
条
例
、
住
宅
条
例

の
各
一
部
改
正

な
ど
を
審
議
し
、
全
議
案
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
基
礎
自
治
体
へ
の
円
滑

な
権
限
移
譲
に
向
け
た
支
援
策
の
充

実
」
「
父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充
」

「
泊
発
電
所
1
・
2
号
機
の
再
稼
働

と
住
民
合
意
」
に
関
す
る
3
件
の
意

見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

3
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
と
し
て

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

•
税
率
改
正
に
つ
い
て

　

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会
計

　
　

•
ス
キ
ー
場
事
業
全
般
に
つ
い
て

　

一
般
会
計

　
　

•
防
災
対
策
強
化
事
業
費
に
つ
い
て

　
　

•
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
経
費
に
つ
い
て

　
　

•
3
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
に
つ
い
て

　
　

•
若
年
者
等
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
試
行
事
業

　
　
　

に
つ
い
て

　
　

•
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

な
ど
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、
3
月
1
日
・
8
日
・
16
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
と
し
て

• 

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
補
助
金
を
減
額
し
た
経
緯

に
つ
い
て

• 

登
別
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営

事
業
費
を
減
額
し
た
経
緯
に
つ
い
て

• 

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
策
定
委
託
料
が
71
％
未
執
行
の
理
由
に
つ
い
て

•
旧
登
別
温
泉
小
学
校
体
育
館
解
体
事
業
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

•
除
雪
費
の
緊
急
追
加
補
正
に
つ
い
て

な
ど
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会

予
算
・
決
算
委
員
会
（
平
成
24
年
度
予
算
審
査
）

予
算
・
決
算
委
員
会
（
平
成
23
年
度
補
正
予
算
）

市政執行・教育行政執行方針と新年度予算などを集中審議！

枠配分方式による予算編成を導入！例年にない大雪により除雪費を追加！

※枠配分方式とは
配分枠の範囲内で各部が自由に予算編成を
行う方式のこと

広報のぼりべつ2012年 5月号 32議会だより でぃすかす



質　

当
市
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
福
島
原
発
事
故
の
放
射
能
問

題
に
よ
る
風
評
被
害
で
、
観
光
産
業
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
公
共
事
業
の
減

少
に
よ
り
働
く
場
が
な
い
と
い
っ
た
声
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
市
の
地
域
雇
用
実
態
の
認

識
と
対
策
に
つ
い
て
。

答　

全
体
的
に
長
引
く
景
気
低
迷
の
中
、
非

常
に
厳
し
い
雇
用
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

若
年
者
・
中
高
年
者
に
対
し
て
は
、
若
年

者
等
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
試
行
事
業

な
ど
を
活
用
し
、
積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

質　

新
た
な
水
源
確
保
に
向
け
た
調
査
の
現

状
と
、
今
後
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
。

答　

自
己
水
源
水
量
の
増
量
や
非
常
時
な
ど

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
な
る
新
規
水
源
の
可
能

性
調
査
を
、
平
成
22
、
23
年
度
に
河
川
表
流

水
と
湧
水
の
観
測
、
試
験
井
戸
の
掘
削
を
し

た
。
24
年
度
も
河
川
表
流
水
の
継
続
調
査
と

試
験
井
戸
の
季
節
に
よ
る
水
質
や
水
位
の
変

動
有
無
に
つ
い
て
観
測
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
水
道
施
設
の
配
置
な
ど
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
上
、
基
幹
施
設
の
整
備
計
画
を

立
案
し
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
予
算
は
、
各
部
署
で
の
枠
配
分
方

式
を
導
入
し
担
当
部
署
の
思
い
が
伝
わ
る
予

算
計
上
と
い
う
内
容
で
、
削
減
の
成
果
と
今

回
の
方
式
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
ま
た
、
市
政
執
行
方
針
の
重
点

テ
ー
マ
で
あ
る｢

危
機
管
理
の
強
化｣

｢

見

守
る
福
祉
の
増
進｣

｢

子
ど
も
の
幸
せ
を
育

む｣
｢

地
域
経
済
の
振
興｣

に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
質
問
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

が
た
ち
、
想
定
外
も
想
定
し
な
が
ら
市
長
の

一
期
目
最
後
の
執
行
方
針
を
各
項
目
で
質
問

し
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
人

材
が
財た

か
ら

で
あ
る
と
い
う
内
容
を
た
だ
し
た
。

質　

本
庁
舎
は
耐
震
化
調
査
で
、
Ｉ
ｓ
値
が

低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
災
害
時

に
お
い
て
災
害
対
策
本
部
設
置
に
適
さ
な
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
市
内
の
備
蓄
所
は

現
在
3
カ
所
あ
る
が
、
増
設
の
考
え
は
。

答　

災
害
時
に
立
ち
上
げ
る
災
害
対
策
本
部

は
、
本
庁
舎
以
外
で
も
設
置
で
き
る
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
場
所
を
決
め
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
高
台
も
し
く
は
一
定
の

高
さ
で
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
施
設
を
視
野
に

適
切
な
場
所
を
検
討
し
た
い
。
備
蓄
所
の
増

設
は
、
地
理
的
条
件
を
勘
案
し
、
住
民
と
協

議
の
上
、
増
や
し
た
い
。

　

平
成
8
年
度
に
作
成
し
た
長
期
総
合
計
画

に
は
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
が
、
点
描
と
し

て
65
項
目
描
か
れ
て
お
り
、
各
地
域
別
土
地

利
用
計
画
も
示
さ
れ
て
い
る
。
登
別
市
が
進

む
べ
き
方
向
を
、
4
千
人
を
対
象
と
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
各
地
域

の
市
民
と
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
話
し
合

い
に
お
い
て
、
長
期
総
合
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
を
提
供
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
具
体

的
事
項
を
話
し
合
う
べ
き
と
提
案
し
た
。
み

ど
り
の
基
本
計
画
な
ど
も
含
め
た
も
の
を
作

成
し
、
提
供
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

不
登
校
児
童
や
引
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
、

新
卒
者
の
雇
用
実
態
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
一
人
の
人
生
に
お
い
て

つ
な
が
っ
て
発
生
す
る
「
社
会
の
課
題
」
で

も
あ
る
。
個
別
の
支
援
事
業
は
存
在
す
る
も

の
の
、
あ
く
ま
で
も
限
定
的
、
対
症
療
法
的

な
事
業
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」

に
基
づ
く
、
支
援
地
域
協
議
会
の
設
置
を
提

案
し
た
。
ま
ず
は
、
庁
内
各
部
局
を
中
心
と

し
た
協
議
体
な
ど
の
設
置
が
検
討
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
学
校
給
食

の
産
地
表
示
な
ど
を
提
案
し
た
。

地
域
雇
用
対
策
に

 

つ
い
て

村　

井　

寿　

行

水
道
事
業
の

 
将
来
展
望
に
つ
い
て

成　

田　

昭　

浩

平
成
24
年
度
予
算
と

 

市
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

工　

藤　

倶
二
雄

防
災
・
災
害
対
策
に

 

つ
い
て

米　

田　

登
美
子

長
期
総
合
計
画
の

 

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
作
成
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

若
者
を
支
援
す
る

 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

辻　
　
　

弘　

之

一 般 質 問一 般 質 問 第１回定例会の主な議案の賛否状況第１回定例会の主な議案の賛否状況
（挙手採決議案のみ掲載）（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

登別市税条例の一部改正
について　　　　　　　

石山・上村
木村（俊）・工藤
佐藤・杉尾
辻・天神林
成田・二瓶
沼田・松山
村井・山口
山田・米田

佐々木
渡辺

可決

登別市介護保険条例の
一部改正について　　 可決

平成24年度登別市一般会計
予算について　　　　　　 可決

平成24年度登別市国民健康
保険特別会計予算について 可決

平成24年度登別市介護保険
特別会計予算について　　 可決

平成24年度登別市後期高齢者
医療特別会計予算について　 可決

広報のぼりべつ2012年 5月号33 議会だより でぃすかす



質　

札
幌
を
は
じ
め
各
地
で
、
孤
立
し
た
中

で
複
数
の
家
族
が
亡
く
な
る
痛
ま
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
当
市

で
は
起
き
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

か
。
事
業
者
や
消
防
な
ど
と
連
携
し
、
民
生

委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
適

切
に
つ
な
ぐ
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

「
高
齢
者
等
訪
問
見
守
り
事
業
」
に
お

い
て
、
当
市
で
把
握
し
て
い
る
情
報
や
、
民

生
委
員
お
よ
び
町
内
会
等
か
ら
入
手
し
た
情

報
を
一
元
管
理
す
る
。
そ
の
情
報
を
基
に
見

守
り
が
必
要
な
世
帯
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

支
援
を
行
う
。

質　

正
職
員
保
育
士
は
、
平
成
26
年
度
に
多

く
の
退
職
者
が
発
生
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
運

営
が
厳
し
い
。
一
方
、
保
育
所
で
働
く
フ
ル

タ
イ
ム
の
臨
時
保
育
士
数
は
、
保
育
所
全
体

の
7
割
近
く
を
占
め
る
が
、
正
職
員
と
同
じ

仕
事
を
す
る
割
に
給
料
日
額
が
低
い
。
保
育

所
民
営
化
へ
の
道
筋
と
、
臨
時
保
育
士
の
処

遇
改
善
を
求
め
た
。

答　

現
在
、
市
立
保
育
所
民
営
化
等
検
討
委

員
会
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て

い
る
。
民
間
移
行
は
平
成
26
年
度
を
目
指
し

て
お
り
、
ま
た
臨
時
保
育
士
の
処
遇
に
つ
い

て
は
、
当
市
の
実
情
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

質　

第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に
お

け
る
介
護
保
険
料
の
基
準
額
が
月
3
千
500
円
、

年
額
4
万
2
千
円
の
引
き
上
げ
に
な
る
。
特

に
年
間
所
得
125
万
円
以
下
の
非
課
税
の
方
に

は
さ
ら
に
負
担
と
な
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
も
6
割
以
上
が
「
少
し
高
い
」
「
高
い
」

と
答
え
て
い
る
の
で
、
値
上
げ
を
す
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
が
当
市
の
考
え
は
？

答　

基
金
を
活
用
し
値
上
げ
幅
を
抑
え
て
い

る
の
で
、
今
期
の
値
上
げ
案
を
改
め
る
考
え

は
な
い
。

　

当
市
職
員
の
適
正
化
計
画
で
は
、
正
規
職

員
450
名
体
制
で
市
政
を
運
営
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
臨
時
職
員
207
名
、
嘱
託
職
員
168
名
、

計
375
名
も
含
め
て
市
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
非
正
規
職
員
の
大
半
が
、
年
収
200
万
円

以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
独
り
立
ち
し
た
生
活
が
で
き
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、
こ
れ
ら
経
験
者
を
正
規
職
員
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
で
人
材
の
確
保
、
労
働
意

欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
提
案
。
市
は
、

道
の
最
低
賃
金
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
有
給
休
暇
制
度
を
改
善
し
て
お
り
、
正

規
職
員
化
は
考
え
て
い
な
い
と
答
弁
が
あ
っ

た
。

　

市
政
執
行
方
針
上
の
「
地
域
経
済
の
振
興
」

で
は
、
従
来
と
変
わ
ら
な
い
観
光
産
業
振
興

策
の
あ
り
方
や
今
後
の
公
共
事
業
の
発
注
な

ど
の
考
え
、
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
根
本
的

な
対
応
を
た
だ
し
た
。
今
後
の
行
財
政
改
革

で
は
、
民
間
活
力
の
導
入
や
今
後
の
職
員
数

と
総
人
件
費
に
関
連
し
て
、
コ
ス
ト
削
減
と
、

市
民
と
と
も
に
公
共
を
担
う
意
味
か
ら
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
民
間
開
放
の
必
要
性
を

訴
え
、
「
提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制

度
」
の
提
言
や
、
嘱
託
員
と
臨
時
職
員
の
職

務
な
ど
に
係
る
規
則
な
ど
の
必
要
性
を
た
だ

し
た
。

質　

市
長
の
一
期
四
年
間
の
総
括
と
二
期
目

に
向
け
て
の
決
意
に
つ
い
て
。

答　

公
約
で
は
、
行
政
改
革
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
市
民
生
活
を
一
番
と
し
た
市
政
運

営
の
大
き
く
三
点
を
掲
げ
て
お
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
議
員
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
少
子

高
齢
化
を
迎
え
る
中
、
市
民
が
安
全
・
安
心

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
案
件

を
し
っ
か
り
見
極
め
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

二
期
目
に
向
け
て
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
果
敢
に
挑
戦
し
た
い
。

　

市
政
執
行
方
針
に
お
け
る
「
危
機
管
理
の

強
化
」
に
対
し
て
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
を
質
問
し
た
。

質　

当
市
の
場
合
は
、
海
岸
線
に
お
い
て
該

当
施
設
が
少
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
既
存
の

商
業
施
設
や
民
間
建
築
物
等
に
協
力
要
請
す

る
考
え
お
よ
び
適
用
へ
の
確
認
診
断
に
つ
い

て
。

答　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
津
波
被
害
を

踏
ま
え
、
国
や
北
海
道
か
ら
の
指
針
な
ど
を

基
本
に
関
係
部
署
と
協
議
し
な
が
ら
選
定
基

準
を
定
め
て
、
民
間
施
設
に
つ
い
て
も
、
可

能
な
限
り
協
力
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

見
守
る
福
祉
の

 

増
進
に
つ
い
て

木　

村　

俊　

子

臨
時
保
育
士
の

 

処
遇
改
善
を

石　

山　

正　

志

介
護
保
険
に
つ
い
て

佐
々
木　

久
美
子

当
市
の
非
正
規
職
員
の

 

待
遇
改
善
を

渡　

辺　
　
　

勉

公
共
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

 

民
間
開
放
を

松　

山　

哲　

男

市
長
の
二
期
目
出
馬
に

 

つ
い
て

上　

村　

幸　

雄

津
波
避
難
ビ
ル
の

 

指
定
に
つ
い
て

天
神
林　

美　

彦

一 般 質 問一 般 質 問
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近
年
の
携
帯
電
話
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

急
速
な
普
及
に
よ
り
、
市
内
住
宅
近
接
地
に

も
、
携
帯
電
話
基
地
局
設
置
に
伴
い
電
磁
波

に
よ
る
健
康
不
安
や
景
観
に
関
す
る
苦
情
が

発
生
し
て
い
る
。
全
国
で
は
住
民
の
反
対
運

動
や
紛
争
訴
訟
ま
で
起
き
て
い
る
が
、
当
市

と
し
て
市
民
の
安
心
安
全
な
生
活
を
守
る
た

め
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
住
民
不
安
の
解
消

や
紛
争
の
調
整
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
事

業
者
と
市
が
情
報
を
共
有
し
、
学
校
・
病
院

な
ど
か
ら
離
れ
た
場
所
へ
の
設
置
を
求
め
る

こ
と
な
ど
提
案
を
し
た
。
早
速
庁
内
理
解
を

進
め
、
対
応
し
た
い
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

　

化
石
燃
料
や
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

日
本
の
供
給
構
造
に
対
す
る
不
安
が
社
会
経

済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
泊
原
発

停
止
と
な
る
と
計
画
停
電
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
2
0
5
0

年
ま
で
に
50
％
以
上
削
減
す
る
長
期
目
標
に

向
か
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
小
水
力
発
電
の
設

置
や
室
工
大
の
新
技
術
に
よ
る
地
熱
利
用
、

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を

し
た
が
「
検
討
す
る
」
と
い
う
消
極
的
答
弁

だ
っ
た
の
で
、
今
後
も
注
視
し
て
い
く
。

携
帯
電
話
基
地
局
設
置

 

紛
争
防
止
に
つ
い
て

佐　

藤　

弘　

子

環
境
へ
の
配
慮
と

 

新
エ
ネ
計
画
に
つ
い
て

二　

瓶　

秀　

幸

一 般 質 問一 般 質 問

　

平
成
24
年
度
予
算
審
査
に
お
い
て
、
特
別
会

計
を
含
む
16
事
業
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
学
校

給
食
費
・
ス
キ
ー
場
事
業
費
・
総
務
費
・
高
齢

者
福
祉
費
・
児
童
福
祉
費
・
水
産
業
費
・
商
工

費
・
観
光
費
・
土
木
費
な
ど
、
市
民
の
目
線
で

適
切
な
事
業
な
の
か
、
事
業
の
内
容
や
効
果
な

ど
を
幅
広
く
質
問
し
た
。

　

少
年
の
主
張
大
会
経
費
に
つ
い
て
、
予
算
額

の
少
な
い
事
業
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る

感
動
や
影
響
力
は
、
家
族
や
地
域
と
の
連
帯
感
、

き
ず
な
を
深
め
る
大
き
な
効
果
を
持
っ
て
い
る
。

現
状
の
取
り
組
み
プ
ラ
ス
、
多
く
の
人
に
見
聞

き
し
て
も
ら
え
る
周
知
方
法
、
発
信
媒
体
、
開

催
手
法
な
ど
、
さ
ら
な
る
効
果
を
生
む
よ
う
工

夫
を
凝
ら
す
べ
き
と
指
摘
し
た
。

質　

東
日
本
大
震
災
の
震
災
廃
棄
物
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
受

け
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

東
北
を
助
け
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
て
い

る
。
放
射
性
物
質
が
付
着
し
て
い
な
い
震
災
廃

棄
物
の
受
け
入
れ
は
、
議
会
・
市
民
の
意
見
を

聞
い
て
考
え
た
い
。

　

昨
年
の
決
算
審
査
時
に
市
内
の
放
射
線
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
提
案
し
た
が
、
市
が
購
入
し

た
測
定
器
で
の
測
定
開
始
時
期
と
場
所
、
回
数

を
問
い
、
測
定
結
果
の
公
表
の
実
施
を
た
だ
し
、

市
民
へ
の
正
確
な
情
報
の
周
知
を
確
約
し
、
特

に
幼
児
、
成
長
期
の
子
を
持
つ
親
へ
の
安
心
を

届
け
て
ほ
し
い
と
強
く
要
望
し
た
。

質　

今
後
の
水
産
業
の
振
興
・
育
成
は
。

答　

新
た
な
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
や
マ
ツ
カ

ワ
の
放
流
事
業
な
ど
、
水
産
物
の
衛
生
管
理
や

ブ
ラ
ン
ド
化
、
地
産
地
消
の
推
進
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
し
て
、
水
産
業
の
振
興
・
育
成

を
図
っ
て
い
く
。

　

新
た
な
視
点
で
の
事
業
予
算
の
あ
り
方
を
念

頭
に
、
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
の
効
果
を
例

示
し
た
。
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ

く
り
な
ど
の
事
業
と
社
会
教
育
中
期
計
画
の
高

齢
者
教
育
な
ど
の
事
業
を
、
他
部
署
間
の
連
携

に
よ
る
取
り
組
み
や
、
財
源
難
の
下
で
増
額
し

た
「
交
流
の
森
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
方
に
つ

い
て
も
指
摘
し
た
。

　

若
年
者
等
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
試
行

事
業
を
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
平
成
24

年
度
に
お
け
る
業
者
の
選
定
方
法
や
委
託
先
へ

の
事
業
に
対
す
る
目
標
値
の
設
定
、
定
期
的
な

連
携
に
つ
い
て
、
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
25
年
度
以
降
の
計
画
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
く
べ
き
と
提
言
し
た
。

　

障
が
い
児
訪
問
入
浴
の
改
善
と
新
た
な
展
望
、

職
員
の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
に
新
た
な
研
修
導

入
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
質
向
上
と
携
帯
電
話
で

の
閲
覧
機
能
追
加
、
地
獄
ま
つ
り
参
加
強
化
と

市
民
の
温
泉
利
用
促
進
な
ど
の
提
案
、
消
防
団

員
の
安
全
と
市
民
防
災
の
た
め
の
配
備
品
充
実
、

成
人
祭
の
継
続
提
唱
な
ど
を
提
言
し
た
。

質　

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
2
次
）
の

進
捗
状
況
や
当
市
に
お
け
る
今
後
の
推
進
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

策
定
委
員
と
検
討
を
進
め
、
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
の
市
民
意
識
調
査
も
実
施
予
定
。
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
企
業
・
市
民
へ
の
周

知
は
情
報
誌
を
通
し
、
啓
発
の
充
実
を
図
る
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
要
望
し
て
い
る
登
別

駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
仮
に
実
現
し
た
場
合
、

市
が
管
理
・
所
有
者
に
な
る
の
か
質
疑
。
近
年

中
の
設
置
に
関
し
て
Ｊ
Ｒ
は
前
向
き
な
姿
勢
を

示
し
て
お
り
、
所
有
者
は
Ｊ
Ｒ
側
と
し
て
、
設

置
費
用
を
市
が
ど
れ
だ
け
負
担
す
る
の
か
な
ど

に
つ
い
て
、
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

質　

財
政
運
営
全
般
に
つ
い
て
。

答　

公
債
費
を
適
切
に
管
理
し
、
財
源
用
の
基

金
を
計
画
的
に
運
用
し
歳
出
規
模
の
適
正
化
に

留
意
し
た
い
。
ま
た
、
起
債
の
償
還
額
は
、
ク

リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
償
還
が
終
わ
る
平
成
27

年
度
に
は
25
億
円
程
度
が
見
込
ま
れ
る
。

　

今
回
の
予
算
で
は
7
項
目
（
学
校
給
食
費
滞

納
繰
越
、
防
犯
灯
補
助
金
、
障
が
い
者
自
立
支

援
対
策
、
ご
み
袋
管
理
経
費
な
ど
）
を
質
問
し

た
。

　

議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
話
題
と
な
っ
た
高
齢
者

訪
問
見
守
り
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
安
心
生
活

創
造
事
業
の
課
題
を
踏
ま
え
市
が
直
轄
で
行
う

の
で
支
援
は
変
わ
ら
な
い
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

工　

藤　

倶
二
雄

工　

藤　

倶
二
雄

成　

田　

昭　

浩

成　

田　

昭　

浩

山　

田　

新　

一

山　

田　

新　

一

佐　

藤　

弘　

子

佐　

藤　

弘　

子

上　

村　

幸　

雄

上　

村　

幸　

雄

松　

山　

哲　

男

松　

山　

哲　

男

村　

井　

寿　

行

村　

井　

寿　

行

杉　

尾　

直　

樹

杉　

尾　

直　

樹

米　

田　

登
美
子

米　

田　

登
美
子

辻　
　
　

弘　

之

辻　
　
　

弘　

之

沼　

田　

一　

夫

沼　

田　

一　

夫

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

平成24年度予算審査
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登
別
地
獄
ま
つ
り
半
世
紀
記
念
事
業
の
予
算
175

万
円
に
対
し
、
執
行
率
54
・
1
％
で
あ
る
。
企
画

段
階
で
市
民
が
ど
の
よ
う
な
事
業
を
望
ん
で
い
る

か
の
把
握
の
仕
方
が
ず
さ
ん
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
50
周
年
に
向
け
て
検
証
と
企
画
の
練
り
直
し

を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
新
企

画
を
検
討
中
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

登
別
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス・ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、国
内
外
の
お
客
様
に
対
応
す

る
こ
と
か
ら
、
国
別
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
用
件
を
集
約
す
る
こ
と
が
今
後
の
観

光
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
観
光
協
会
に
委
託
し
て
い

る
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

年
間
総
発
注
額
が
1
億
円
を
超
え
て
い
る
市

の
小
規
模
修
繕
に
係
る
随
意
契
約
に
つ
い
て
、

業
者
と
の
癒
着
防
止
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

に
つ
い
て
質
問
。
当
市
で
の
発
注
業
者
選
定
は
、

担
当
グ
ル
ー
プ
内
で
協
議
し
決
定
し
て
い
る
。

今
後
、
毎
月
の
発
注
状
況
の
部
長
へ
の
報
告
内

容
と
デ
ー
タ
の
作
成
方
法
を
検
討
す
る
と
答
弁

が
あ
っ
た
。

質　

予
備
費
の
除
雪
費
に
つ
い
て
、
大
雪
が
降
り
、

歩
行
者
の
安
全
を
考
え
た
場
合
に
、
歩
道
で
の
よ

り
細
か
な
除
雪
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

機
械
を
使
っ
て
の
除
雪
を
行
い
、
ま
た
歩
道

で
の
除
雪
も
こ
ま
め
に
取
り
組
む
。

質　

生
活
保
護
扶
助
費
を
1
億
9
千
750
万
円
増
額

し
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
る
の
か
。

答　

扶
助
費
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
教
育
・
住
宅
・

医
療
・
介
護
・
出
産
・
葬
祭
な
ど
が
あ
り
、
そ
の

中
で
も
医
療
費
が
10
％
以
上
の
増
と
な
り
、
全
体

の
約
62
・
49
％
を
占
め
て
い
る
。

　

水
道
事
業
会
計
の
中
で
、
貯
水
施
設
の
老
朽

化
に
対
す
る
対
応
と
、
今
後
の
計
画
を
確
認
し

た
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
企
業
会
計
な
の
で
、

施
設
増
改
築
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
業
収
入

に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
水
道
料

金
に
も
影
響
が
出
る
。
今
か
ら
施
設
整
備
計
画

を
具
体
的
に
検
討
す
る
べ
き
と
提
案
し
た
。

　

旧
登
別
温
泉
小
学
校
体
育
館
解
体
事
業
費
と
消

防
緊
急
デ
ジ
タ
ル
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
開
校
100
周
年
で
閉
校
し
た
学
校
の
解
体
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
安
全
に
考
慮
し
て
、
体
育
館
の
壁

に
あ
っ
た
思
い
出
の
校
歌
な
ど
の
移
設
や
、
デ
ジ

タ
ル
整
備
に
関
し
て
は
、
3
億
円
強
の
予
算
の
内

訳
な
ど
、
市
民
の
安
全
に
つ
な
が
る
質
問
を
し
た
。

　

防
災
対
策
強
化
事
業
費
に
お
け
る
「
海
抜
表

示
看
板
の
追
加
」
に
関
し
て
は
、
よ
り
効
果
的

な
設
置
に
す
る
観
点
か
ら
、
人
が
集
ま
る
公
園

な
ど
の
電
柱
へ
集
中
的
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、

屋
内
避
難
所
へ
の
設
置
で
は
「
津
波
の
と
き
は

高
台
へ
」
な
ど
、
明
確
な
行
動
指
示
を
記
載
す

べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た
。

質　

生
活
保
護
扶
助
費
の
延
べ
人
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
保
護
の
申
請
を
抑
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

答　

保
護
の
申
請
を
受
け
付
け
な
い
よ
う
に
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
保
護
制
度
の
適
用
が
必
要
な
人
に
は
、
保
護
の

実
施
要
綱
に
基
づ
き
適
正
に
対
応
し
て
い
る
。

　

特
定
検
診
・
保
健
指
導
事
業
に
つ
い
て
、
平

成
23
年
度
か
ら
は
集
団
検
診
の
ミ
ニ
ド
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
る
が
、
特
定
検
診
の
受
診
率
向
上

の
方
策
と
し
て
、
24
年
度
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
行
う
の
か
、
ま
た
保
健
指
導
の
充
実
も
図
る

べ
き
と
た
だ
し
た
。
こ
れ
ま
で
検
査
料
が
2
千

円
で
あ
っ
た
ミ
ニ
ド
ッ
ク
は
、
24
年
度
は
千
円

で
実
施
す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
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白
老
町
議
会
議
員
と
の

白
老
町
議
会
議
員
と
の

議
員
研
修
会
を
開
催

議
員
研
修
会
を
開
催

　

2
月
6
日
、
白
老
町
議
会
と
登
別

市
議
会
と
の
議
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
白
老
町
と
登
別

市
の
両
議
会
議
員
の
資
質
の
向
上
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
度
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
平
成

23
年
度
は
白
老
町
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
「
議
会
と
住
民
の
関
係
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
4
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
「
情
報
発
信
を
図

る
議
会
広
報
の
あ
り
方
」
「
住
民
参

加
を
考
え
る
住
民
対
話
の
あ
り
方
」

を
討
議
テ
ー
マ
に
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　

登
別
市
議
会
は
、
議
会
だ
よ
り

「
で
ぃ
す
か
す
」
で
の
情
報
発
信
の

具
体
例
や
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
情
報
発
信
の
あ
り
方
を
登
別
市

議
会
基
本
条
例
に
沿
っ
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

議
会
議
員
と
し
て
、
住
民
へ
の
情

報
提
供
の
あ
り
方
や
情
報
発
信
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
発
信
も
必

要
だ
が
、
住
民
と
の
直
接
対
話
も
お

互
い
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
有
効

な
手
段
で
は
な
い
か
な
ど
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

補正予算審査補正予算審査（ 3月16日）（ 3月16日）補正予算審査補正予算審査（ 3月 1日）（ 3月 1日）

広報のぼりべつ2012年 5月号 36議会だより でぃすかす



《
開
催
ま
で
の
経
過
》

　

5
回
目
と
な
る
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
あ
り
方

に
関
し
て
は
、
6
月
定
例
会
の
再
開
を
受
け
、

過
去
4
回
の
状
況
と
、
制
定
さ
れ
た
議
会
基
本

条
例
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
考
慮
し
て
「
名
称
・

内
容
・
時
期
・
場
所
」
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

《
今
後
の
基
本
ス
タ
ン
ス
》

　

議
会
基
本
条
例
に
お
け
る
「
市
民
と
の
議
論
・

意
見
交
換
・
協
働
」
「
市
民
へ
の
報
告
・
説
明
」

「
市
民
の
参
画
」
の
場
を
定
期
的
に
設
け
る
こ

と
を
基
本
に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

《
今
回
の
内
容
》

　

主
催
す
る
委
員
会
と
し
て
、
全
体
進
行
と
議

会
基
本
条
例
第
3
条
に
定
め
る
「
議
会
サ
ポ
ー

タ
ー
の
公
募
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

所
管
事
項
や
重
点
的
に
取
り
組
む
項
目
に
つ

い
て
の
説
明
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
や

先
進
地
の
行
政
視
察
に
つ
い
て
活
動
内
容
、
視

察
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
予
算
へ

の
意
見
交
換
で
は
「
高
齢
者
等
見
守
り
事
業
費

に
つ
い
て
」
「
登
別
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
費
に
つ

い
て
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
目
的
は
市
民
意
見

を
24
年
度
事
業
に
反
映
さ
せ
る
狙
い
で
取
り
組

ん
だ
も
の
で
す
。
意
見
の
中
に
は
、
最
近
頻
発

し
て
い
る
孤
独
死
に
対
す
る
関
心
が
強
く
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
指
摘
な
ど
、
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
安
心
安
全
な
活
動
を
す
る
た
め
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員

会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
今
後

の
活
動
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
の
活
動
報
告
と
情
報
公
開
に
関

す
る
意
見
交
換
を
行
い
、
議
会
だ
よ
り
「
で
ぃ

す
か
す
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
の
市
民

の
意
識
調
査
を
挙
手
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
と
し
て
「
一
般
質
問
の
通
告
内
容
の
市

民
周
知
が
遅
い
」
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を

ペ
ー
パ
ー
資
料
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
」
と
の

指
摘
や
要
望
が
あ
っ
た
の
で
、
当
委
員
会
で
検

討
し
、
で
き
る
限
り
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

意
識
調
査
で
は
興
味
の
あ
る
内
容
だ
け
を
見

て
い
る
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
で
、
今
後

リ
ー
ド
文
や
写
真
を
活
用
し
て
皆
さ
ん
が
興
味

を
引
く
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
主
要
項
目
で
あ
っ
た
、
防
災

体
制
の
進
行
管
理
に
つ
い
て
は
、
震
災
対
応
市

民
連
絡
会
議
や
学
校
避
難
訓
練
な
ど
へ
の
参
加

を
は
じ
め
、
大
雨
災
害
な
ど
の
各
種
災
害
に
対

し
、
総
体
的
な
防
災
体
制
見
直
し
が
図
ら
れ
て

い
る
か
を
意
識
し
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
活
動
を
ま
と
め
た
「
防
災
対
策
に
関
す

る
調
査
報
告
書
」
を
作
成
し
、
議
員
個
々
の
政

策
提
言
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
は
、
公
共
施
設
耐
震
化
診
断
結
果
を

踏
ま
え
て
、
耐
震
化
工
事
の
優
先
順
位
を
ど
の

よ
う
に
定
め
て
い
く
の
か
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
行
財
政
改
革
の
進
捗

や
内
容
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
大
型
建
設
事
業

の
方
向
性
を
監
視
・
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市
内
の
各
経
済
団

体
と
の
意
見
交
換
、
（
仮
称
）
地
域
経
済
振
興

基
本
条
例
策
定
へ
の
取
り
組
み
、
先
進
地
視
察

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
失
業
対
策
や
雇
用
の
場
の
確
保
を

求
め
る
意
見
を
聞
き
、
振
興
基
本
条
例
策
定
と

新
た
な
視
点
で
の
地
域
経
済
活
性
化
構
想
の
構

築
が
喫
緊
の
課
題
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

3
月
末
に
、
登
別
商
工
会
議
所
や
中
小
企
業

家
同
友
会
を
は
じ
め
、
市
内
経
済
人
と
連
携
し

た
振
興
基
本
条
例
策
定
に
向
け
た
研
究
会
の
立

ち
上
げ
と
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、
4
月
か
ら
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

議
論
や
研
究
者
の
助
言
を
得
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

な
調
査
・
研
究
な
ど
を
進
め
、
平
成
24
年
度
内

に
条
例
提
案
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

議会運営委員会

議会フォーラムを終えて　～各委員会からの報告～
平成24年 2 月20日・21日の 2日間、市内 4地区で議会フォーラムを開催しました。

生活・福祉委員会 

議会だより編集委員会 

総務・教育委員会

観光・経済委員会

広報のぼりべつ2012年 5月号37 議会だより でぃすかす
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　キビタキ、アオジが大きな声でさえ
ずっているポロト湖１周約 7㌔㍍をゆ
っくり歩きます。
　途中で動植物の解説もありますので、
ぜひお越しください。

▼日時　 5月12日㈯　 9時～
※雨天中止。

▼  集合場所　ポロトインフォメーショ
ンセンター

▼参加料　500円
※当日直接お越しください。

▼問い合わせ　一樹会　鈴木さん
　（☎ 0 9 0 － 9 5 2 6 － 8 9 3 1 ）

　万華鏡やスライムを作る工作教室の
ほか、液体窒素やドライアイスを使っ
た実験教室、食べ物教室などを日替わ
りで行います（工作・実験教室は、当
日10時から整理券を配布）。
※ 料金や保護者の同伴が必要な教室も
ありますので、詳しくはお問い合わ
せください。

▼開館時間　10時～17時

▼  入館料　大人300円、高校生100円、
中学生以下と70歳以上は無料

▼問い合わせ　室蘭市青少年科学館
 （☎㉒ 1 0 5 8 ）

　 4月 1日移転オープンを記念し『観
光物産館まつり』を開催します。
　多くの方の来場をお持ちしています。

▼日時　 5月19日㈯　 9時～18時

▼場所　伊達市観光物産館

▼内容　
① 1,000円以上お買い上げで旬の野菜
をプレゼント（数量限定)

②堆肥の無料配布（先着100人）
※ 20日㈰は新たに生まれ変わった『軽
トラ朝市』を開催。

▼問い合わせ　伊達市観光物産館
 （☎ 0 1 4 2 ㉕ 5 5 6 7 ）

一樹会　自然観察会
～小鳥の声を聞きに～

5月 3日㈭～ 6日㈰
ゴールデンウイーク　科学館祭 伊達市観光物産館まつり

地獄谷に棲
す

む『湯
ゆ

鬼
き

神
じん

』たちが、人々の幸せを願い、噴火の
ごとく迫力たっぷりに手筒花火を夜空に放ちます。
日時　 6月 1日～ 8月10日の毎週木・金曜日　20時30分～
　　　（20分程度）
場所　地獄谷展望台
※天候により中止することがあります。
※ 自動車でお越しの方は、夜間無料の地獄谷駐車場をご利用
ください。く 。

地獄の谷の鬼花火地獄の谷の鬼花火

鬼火の鬼火の路路
みちみち

幻想と神秘の谷幻想と神秘の谷

問い合わせ　登別観光協会（☎84３３１１）

揺らめく灯りに照らされた『鬼火の路』が皆さんを地獄谷へ
と誘います。
日時　11月30日㈮までの毎日　日没～22時
場所　地獄谷入口、地獄谷展望台、地獄谷遊歩道


